
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
と
港
湾
労
働
者
の
世
界

ロ
ン
ド
ン
港
に
お
け
る
一
七
九
八
年
暴
動
を
手
が
か
り
に
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門
要
約
】
　
一
八
世
紀
末
、
空
前
の
商
業
発
展
期
を
迎
え
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
港
は
、
貿
易
商
の
私
的
所
有
権
と
港
湾
労
働
考
の
慣
習
が

鋭
く
対
立
す
る
場
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
西
イ
ン
ド
商
人
の
商
業
財
産
の
保
護
と
国
家
に
よ
る
関
税
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
マ
リ
ン
・

ポ
リ
ス
が
設
立
さ
れ
る
。
し
か
し
、
「
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
の
貫
徹
を
目
指
し
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
を
出
迎
え
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
史
上
初

の
反
警
察
暴
動
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
港
湾
労
働
者
に
よ
る
一
七
九
八
年
暴
動
を
、
政
府
文
書
、
書
簡
、
新
聞
な
ど
の
史
料
を
用
い
て
再
構
成
し
、
そ

の
背
景
に
迫
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
港
の
「
窟
」
を
め
ぐ
っ
て
対
峙
す
る
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
（
内
務
省
）
と
港
湾
労
働
者
の
関
係
を
考
察
す
る
。

史
上
初
と
な
っ
た
一
七
九
八
年
の
反
警
察
暴
動
が
、
首
都
警
察
が
誕
生
す
る
三
〇
年
以
上
も
前
の
ロ
ン
ド
ン
に
、
内
務
省
直
属
の
国
家
警
察
を
も
た
ら
し

た
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
四
巻
六
号
　
二
〇
〇
一
年
一
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
七
九
八
年
一
〇
月
一
六
日
午
後
八
時
半
、
ロ
ン
ド
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
や
や
下
流
、
テ
ム
ズ
河
畔
に
あ
る
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
建
物
の
周

り
を
、
石
や
棒
で
武
装
し
た
一
団
が
取
り
囲
ん
だ
。
「
警
察
を
う
ち
壊
せ
！
」
の
か
け
声
と
と
も
に
投
石
が
開
始
さ
れ
、
わ
ず
か
数
分
で
頑
丈

な
建
物
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
窓
は
す
べ
て
叩
き
壊
さ
れ
た
。
激
し
い
投
石
に
命
の
危
険
を
感
じ
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
判
事
が
部
下
に
発
砲
を
命
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じ
、
あ
た
り
は
一
時
混
乱
状
態
に
陥
る
。
騒
擾
法
が
布
告
さ
れ
た
の
ち
も
投
石
が
続
い
た
た
め
、
つ
い
に
判
事
は
軍
隊
を
召
集
し
た
。
そ
の
夜
、

マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
あ
る
ウ
ォ
ッ
ピ
ン
グ
の
ま
ち
に
ふ
た
た
び
平
穏
が
訪
れ
た
の
は
午
後
＝
時
過
ぎ
。
暗
闇
の
な
か
で
お
こ
っ
た
騒
動
は
、

暴
徒
側
と
警
察
側
、
双
方
に
一
名
つ
つ
の
死
者
を
出
す
結
果
に
終
わ
っ
た
。

　
こ
の
日
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
を
襲
っ
た
群
衆
の
大
半
を
占
め
て
い
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
港
で
石
炭
船
の
荷
揚
げ
に
従
事
す
る
石
炭
荷
揚
人

（
O
O
P
一
1
『
Φ
9
＜
Φ
叫
）
で
あ
っ
た
。
襲
撃
の
き
っ
か
け
は
仲
間
の
逮
捕
で
あ
る
。
石
炭
の
不
法
所
持
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
ア
な

る
人
物
が
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
罰
金
を
支
払
っ
た
直
後
の
出
来
事
だ
っ
た
。
後
日
、
暴
動
の
首
謀
者
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
の
は
、
チ
ャ
ー
ル

ズ
の
兄
弟
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
。
彼
は
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
所
属
の
沖
仲
士
監
督
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ス
の
殺
害
に
関
わ
っ
た
と
し
て
起

訴
さ
れ
、
翌
年
一
月
、
重
罪
犯
を
裁
く
オ
ー
ル
ド
・
ベ
イ
リ
法
廷
で
絞
首
刑
を
申
し
渡
さ
れ
た
。

　
暴
動
の
標
的
と
な
っ
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
、
事
件
が
お
き
る
三
ヶ
月
前
に
、
西
イ
ン
ド
商
人
と
政
府
の
共
岡
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
設
立
の
目
的
は
ロ
ン
ド
ン
港
の
治
安
維
持
で
、
西
イ
ン
ド
商
船
か
ら
の
積
荷
の
略
奪
を
予
防
す
る
こ
と
が
、
そ
の
主
な
任

務
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
末
の
ロ
ン
ド
ン
港
は
空
前
の
商
業
発
展
で
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。
積
荷
を
満
載
し
て
世
界
各
地
か
ら
入
港
す

る
商
船
は
イ
ギ
リ
ス
の
富
の
象
徴
で
あ
り
、
よ
か
ら
ぬ
こ
と
を
考
え
る
連
中
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
宝
の
山
で
あ
っ
た
。
積
荷
の
揚
げ
降
ろ
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

お
こ
な
う
ド
ッ
ク
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
の
時
期
、
積
荷
の
略
奪
を
防
ぎ
た
い
商
人
と
関
税
収
入
を
確
保
し
た
い
政
府
の
思
惑
が
一
致
し
て
、

水
上
警
察
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
る
。
こ
う
し
て
誕
生
し
た
の
が
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
で
あ
っ
た
。

　
一
八
世
紀
末
の
ロ
ン
ド
ン
港
は
、
複
数
の
利
権
が
交
錯
す
る
場
で
あ
っ
た
。
国
王
は
河
川
で
の
停
泊
を
許
可
す
る
権
限
を
有
し
、
ロ
ン
ド

ン
・
シ
テ
ィ
は
、
テ
ム
ズ
河
の
監
督
者
（
O
O
口
ω
Φ
釈
く
鋤
酔
O
H
）
と
し
て
、
積
荷
の
揚
げ
降
ろ
し
や
検
量
、
漁
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
特
権
を
保
持

し
て
い
た
。
ま
た
、
一
五
一
四
年
に
設
立
さ
れ
た
ト
リ
一
一
テ
ィ
・
ハ
ウ
ス
は
、
灯
台
や
航
路
標
識
の
設
置
や
管
理
、
水
先
案
内
に
関
す
る
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

セ
ン
ス
の
付
与
な
ど
を
お
こ
な
い
、
関
税
委
員
会
は
関
税
の
徴
収
に
関
す
る
規
定
を
設
け
、
執
行
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。
マ
リ
ン
・
ポ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ス
創
設
の
動
き
は
一
七
八
○
年
代
か
ら
見
ら
れ
た
も
の
の
、
シ
テ
ィ
の
激
し
い
抵
抗
で
計
画
は
挫
折
を
繰
り
返
し
た
。
一
七
九
八
年
七
月
目
マ
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マリン・ポリスと港湾労働者の世界（林N）

リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
シ
テ
ィ
の
諸
特
権
を
侵
害
し
な
い
と
の
条
件
つ
き
で
よ
う
や
く
設
立
の
運
び
と
な
る
。

　
ロ
ン
ド
ン
港
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
の
な
か
で
特
定
の
利
害
集
団
を
守
る
と
い
う
特
殊
性
か
ら
か
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
対
す
る
研
究
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
、

関
心
は
き
わ
め
て
低
く
、
一
九
五
六
年
に
出
さ
れ
た
L
・
ラ
ジ
ノ
ヴ
イ
ッ
チ
の
大
著
を
の
ぞ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
す
ら
な
さ
れ
て
こ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
た
。
近
年
、
首
都
警
察
誕
生
（
～
八
二
九
年
）
以
前
の
「
旧
警
察
」
‘
に
関
す
る
研
究
が
大
き
く
進
展
し
、
固
定
給
・
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
・
予

防
理
念
と
い
っ
た
近
代
警
察
の
要
素
が
、
す
で
に
一
八
二
〇
年
代
の
酋
都
圏
で
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
か
ら
二
〇
年
以
上
も
前
に
設
立
さ
れ
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
が
、
予
防
理
念
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
警
察
の
多
く
の
要
素
を
、
す
で
に

先
取
り
し
て
い
た
事
実
に
注
目
す
る
研
究
は
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
へ
の
関
心
が
き
わ
め
て
低
い
研
究
状
況
に
あ
っ
て
、
一
七
九
八
年
に
お
こ
っ
た
反
警
察
暴
動
が
考
察
の
対
象
と
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
例
外
的
な
関
心
を
寄
せ
た
ラ
ジ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
で
さ
え
、
暴
動
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
す
ら
言
及
し
て

い
な
い
。
暴
動
に
関
す
る
記
述
は
、
こ
の
時
期
の
ロ
ン
ド
ン
港
に
関
す
る
研
究
、
な
か
で
も
港
湾
労
働
に
言
及
し
た
著
作
に
散
見
さ
れ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
、
暴
動
の
事
実
に
ふ
れ
る
の
み
で
、
い
ず
れ
も
そ
の
詳
細
に
は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。

　
警
察
史
と
い
う
枠
組
か
ら
一
歩
離
れ
て
、
こ
の
暴
動
を
民
衆
騒
擾
と
い
う
文
脈
の
な
か
に
位
置
付
け
る
と
ど
う
な
る
か
。
騒
ぎ
を
お
こ
し
た

石
炭
荷
揚
人
は
、
暴
動
に
さ
い
し
警
察
側
に
何
の
要
求
も
出
さ
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
目
的
は
警
察
の
破
壊
そ
の
も
の
で
あ
り
、
労
働
条
件
の
改

善
が
叫
ば
れ
た
わ
け
で
も
政
治
的
な
要
求
が
出
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
食
糧
暴
動
・
労
働
争
議
・
政
治
暴
動
と
い
う
い
わ
ゆ
る
三
大
暴
動
の

い
ず
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
の
暴
動
は
、
豊
富
な
蓄
積
の
あ
る
民
衆
騒
擾
史
研
究
に
お
い
て
は
、
「
そ
の
他
」
の
項
目
に
一
括
さ
れ
る
存

　
　
　
　
　
　
　
⑦

在
で
し
が
な
か
っ
た
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
台
頭
と
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
る
侵
略
の
脅
威
、
海
軍
大
反
乱
、
食
糧
危
機
、
急
進
主
義
と
い
っ
た
苦
難
の
時
代
に
あ
っ
て
、
暴

動
の
頻
発
は
当
局
に
と
っ
て
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
個
々
の
暴
動
の
実
態
は
、
じ
つ
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
。
一
七
九
一
年
か

ら
一
八
二
一
年
ま
で
に
ロ
ン
ド
ン
で
お
こ
っ
た
暴
動
の
約
半
数
は
一
時
間
以
内
で
鎮
圧
さ
れ
、
死
者
を
出
さ
な
か
っ
た
暴
動
は
全
体
の
九
割
近
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く
に
の
ぼ
っ
た
。
騒
擾
法
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
例
（
一
〇
％
）
や
、
軍
隊
が
召
集
さ
れ
た
例
（
＝
　
％
）
も
少
な
く
、
裁
判
で
死
刑
判
決
が
出
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

割
合
も
わ
ず
か
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
一
七
九
八
年
暴
動
は
、
標
的
と
な
っ
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
、
二

名
の
死
者
を
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
騒
擾
法
が
布
告
さ
れ
た
う
え
に
軍
隊
ま
で
投
入
さ
れ
、
首
謀
者
に
は
死
刑
判
決
が
出
さ
れ
た
。
事
件
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

す
る
新
聞
の
関
心
も
き
わ
め
て
高
く
、
『
タ
イ
ム
ズ
』
は
暴
動
の
勃
発
を
社
説
の
な
か
で
大
々
的
に
報
じ
て
い
る
。
暴
動
が
頻
発
し
た
一
八
世

紀
末
の
ロ
ン
ド
ン
に
あ
っ
て
、
～
七
九
八
年
暴
動
は
か
な
り
の
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
事
件
だ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
七
九
八
年
暴
動
が
石
炭
荷
揚
人
に
よ
る
労
働
争
議
の
一
環
で
は
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
～
体
な
ぜ
お
こ
っ
た
の
か
。
河
川
犯
罪
を

取
り
締
ま
る
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
が
な
ぜ
標
的
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
研
究
史
上
「
知
ら
れ
ざ
る
暴
動
」
で
あ
る
こ
の
事
件
を
取
り
上
げ
る

理
由
の
一
つ
は
、
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
史
上
初
の
反
警
察
暴
動
だ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ロ
ン
ド
ン
に
首
都
警
察
が
誕
生
す
る
三
〇
年
以

上
も
前
に
、
近
代
警
察
の
要
素
を
採
り
入
れ
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
、
す
で
に
そ
の
活
動
を
開
始
し
て
い
た
。
一
七
九
八
年
暴
動
は
、
ロ
ン
ド

ン
港
と
い
う
特
殊
な
場
で
は
あ
っ
て
も
、
警
察
の
出
現
が
地
域
社
会
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
、
多
く
の
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
る
。

　
先
行
善
書
は
お
ろ
か
、
ま
と
ま
っ
た
史
料
も
存
在
し
な
い
事
件
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
報
告
書
や
起
訴
状
な
ど
の
公
文
書
だ
け
で
な

く
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
判
事
の
著
作
、
書
簡
、
新
聞
記
事
と
い
っ
た
次
元
の
異
な
る
複
数
の
史
料
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
事
件
を
多
角
的

な
視
点
か
ら
再
構
成
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
暴
動
を
お
こ
し
た
石
炭
荷
揚
人
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
だ
け
で
な
く
、
事

件
の
目
撃
者
や
新
聞
、
裁
判
所
や
内
務
省
な
ど
、
複
数
の
ま
な
ざ
し
を
通
し
て
、
こ
の
「
知
ら
れ
ざ
る
暴
動
」
の
背
景
に
迫
っ
て
い
く
。
マ
リ

ン
・
ポ
リ
ス
の
登
場
は
、
船
主
や
荷
主
だ
け
で
な
く
、
税
関
役
人
や
港
湾
労
働
者
、
さ
ら
に
は
積
荷
の
略
奪
を
生
業
と
す
る
窃
盗
団
や
故
買
屋

と
い
っ
た
人
び
と
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
登
場
が
、
～
八
世
紀
末
の
ロ
ン
ド
ン
港
に
も
た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
、

｝
七
九
八
年
暴
動
に
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
せ
ま
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

①
船
の
修
理
だ
け
で
な
く
、
船
荷
の
積
み
降
ろ
し
が
で
き
る
ウ
エ
ッ
ト
・
ド
ッ
ク

　
が
ロ
ン
ド
ン
港
に
登
場
す
る
の
は
、
一
八
9
一
年
、
西
イ
ン
ド
・
ド
ッ
ク
の
完
成

以
降
で
あ
る
。
ド
ッ
ク
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
勺
。
簿
。
｛
ピ
。
邑
。
鵠
＞
9
げ
。
憂
《
噂

§
馬
ミ
㌧
，
琳
駄
卜
§
さ
醤
、
》
b
σ
蔦
へ
O
ミ
鳶
謹
駄
貯
鰹
巨
。
壷
§
概
窺
砺
ミ
鯉
趣
駄
勢
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縣
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⑦
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＠
＼
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」
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
門
イ
ギ
リ
ス
首
都
警
察

　
改
革
再
考
1
　
八
二
九
年
法
施
行
の
背
景
一
」
開
奈
良
史
学
』
第
一
七
号
、

　
～
九
九
九
年
、
八
○
一
八
｝
頁
。

⑥
た
と
え
ば
、
○
①
9
σ
q
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冨
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轡
○
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¢
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7
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尊
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§
§
ミ
§
糞
H
し
り
培
も
．
い
。
邑
。

⑦
一
七
九
〇
年
か
ら
一
八
｝
○
年
ま
で
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で

　
起
き
た
暴
動
を
網
羅
的
に
分
析
し
た
ボ
ー
ス
テ
ッ
ド
は
、
従
来
の
説
よ
り
も
「
そ

　
の
他
扁
の
暴
動
が
か
な
り
多
く
、
政
治
と
経
済
と
い
う
主
流
か
ら
外
れ
た
暴
動
が
、

　
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ゆ
。
騨
［
㊦
舞
野
田
魯
§
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§
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§
電
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ぽ
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さ
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ミ
N
§
山
。
。
。
。
N
い
g
・

　
餌
o
p
一
〇
8
（
｛
房
3
仙
‘
6
刈
㊤
）
も
’
ω
一
野

⑨
穿
跨
し
。
。
○
。
r
霜
O
。
。
．

一
　
バ
ト
リ
ッ
ク
・
カ
プ
ー
ン
と
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス

マリン・ポリスと港湾労働者の世界（林田）

（㎜

j
　
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
設
立
の
背
景

　
～
七
九
〇
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
港
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
全
体
の
輸
入
量
の
六
七
％
を
扱
う
、
文
字
通
り
の
「
海
の
玄
関
」
で
あ
っ
た
。
東
方
か

ら
は
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
は
じ
め
、
香
辛
料
や
絹
、
貴
金
属
、
陶
器
、
木
材
な
ど
が
、
西
方
か
ら
は
原
綿
や
タ
バ
コ
、
砂
糖
、
ラ
ム
酒
な
ど
が
も

た
ら
さ
れ
た
。
輸
入
量
の
増
加
に
比
例
し
て
関
税
収
入
も
飛
躍
的
に
増
え
、
そ
の
額
は
年
間
四
七
一
万
ポ
ン
ド
に
も
達
し
た
。
沿
岸
貿
易
も
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
期
も
っ
と
も
拡
大
し
た
の
は
石
炭
貿
易
で
、
そ
の
荷
揚
量
は
一
八
世
紀
申
に
約
三
倍
と
急
成
長
を
と
げ
た
。

　
商
業
の
発
展
に
伴
い
ロ
ン
ド
ン
港
に
出
入
り
す
る
船
は
数
を
増
し
、
し
だ
い
に
大
型
化
し
て
い
っ
た
。
一
七
九
七
年
か
ら
一
七
九
八
年
ま
で

の
～
年
間
に
ロ
ン
ド
ン
港
に
入
っ
た
船
は
延
べ
一
万
三
四
四
四
隻
、
輸
入
総
額
は
三
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
に
も
お
よ
ん
だ
。
そ
の
う
ち
、
も
っ
と
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も
大
き
な
割
合
を
占
め
た
の
が
西
イ
ン
ド
商
船
の
七
〇
〇
万
ポ
ン
ド
、
こ
れ
に
続
く
の
が
菓
イ
ン
ド
商
船
の
六
五
〇
万
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
輸
入

総
額
で
は
肩
を
並
べ
る
両
者
で
あ
る
が
船
の
数
に
は
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
西
イ
ン
ド
商
船
が
年
間
三
四
六
隻
入
港
し
た
の
に
対
し
、
東
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ド
商
船
は
五
三
隻
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
港
で
は
関
税
の
か
か
る
積
荷
は
、
は
し
け
に
乗
せ
ら
れ
法
定
埠
頭
（
『
σ
Q
。
。
5
臣
図
）
に
荷
揚

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
法
定
埠
頭
は
テ
ム
ズ
河
の
北
岸
に
計
二
〇
箇
所
あ
っ
た
が
、
一
五
五
八
年
の
設
置
以
来
ほ
と
ん
ど
拡
張

　
　
　
　
　
③

さ
れ
て
お
ら
ず
、
税
関
の
手
続
き
も
煩
雑
で
か
な
り
の
時
間
を
要
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
船
が
何
日
も
河
川
上
に
停
泊
す
る
こ
と
を
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

儀
な
く
さ
れ
、
と
く
に
夜
間
は
盗
難
の
危
険
性
が
き
わ
め
て
高
く
な
っ
た
。
こ
の
時
期
、
ロ
ン
ド
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
上
流
の
二
・
五
マ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ほ
ど
の
水
域
に
は
、
三
〇
〇
〇
以
上
も
の
は
し
け
や
ボ
ー
ト
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
た
と
雷
わ
れ
て
い
る
。

　
盗
難
の
危
険
は
停
泊
中
に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
埠
頭
（
荷
揚
の
さ
い
）
や
倉
庫
（
保
管
中
）
な
ど
、
略
奪
が
お
き
る
場
は
他
に
も

あ
っ
た
。
荷
揚
に
携
わ
る
者
を
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
が
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
荷
揚
し
た
商
品
を
保
管
す
る
倉
庫
の
管
理
が
杜
撰
で
数
も
不

足
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
略
奪
行
為
が
横
行
し
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
西
イ
ン
ド
商
船
の
略
奪
被
害
を
調
査
し
た
庶
民
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

特
別
委
員
会
は
、
被
害
額
を
年
間
一
五
万
ポ
ン
ド
、
関
税
に
し
て
五
万
ポ
ン
ド
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
西
イ
ン
ド
商
人
自
ら
が
お
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

な
っ
た
調
査
で
は
、
年
間
二
五
万
ポ
ン
ド
と
い
う
数
値
が
は
じ
き
だ
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
数
値
で
示
さ
れ
た
「
略
奪
の
実
態
」
は
、
関
係
者

の
危
…
機
感
に
拍
車
を
か
け
、
ロ
ン
ド
ン
港
の
治
安
維
持
を
必
要
か
つ
緊
急
の
問
題
と
し
て
社
会
に
提
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
二
）
　
バ
ト
リ
ッ
ク
・
カ
フ
ー
ン
の
犯
罪
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
七
九
八
年
七
月
二
日
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
ウ
ォ
ッ
ピ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
ス
テ
ア
ー
ズ
ニ
五
九
番
地
に
本
部
を
構
え
活
動
を
開
始
し
た
。
運

営
資
金
の
四
分
の
三
を
西
イ
ン
ド
商
人
が
繰
出
し
た
た
め
、
原
則
的
に
保
護
の
対
象
は
西
イ
ン
ド
商
船
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
が
、
希
望
す
る
船

舶
に
対
し
て
は
有
料
で
サ
ー
ヴ
ィ
ス
が
提
供
さ
れ
た
。
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
を
設
立
す
る
に
あ
た
り
、
西
イ
ン
ド
商
人
と
政
府
が
協
力
を
依
頼
し

た
の
が
、
当
時
、
商
業
や
治
安
維
持
に
関
す
る
著
作
を
数
多
く
発
表
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
有
給
治
安
判
事
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
バ
ト
リ
ッ
ク
・
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⑨

カ
フ
ー
ン
（
評
鼠
畠
○
。
5
鼻
。
舅
）
で
あ
る
。
組
織
づ
く
り
の
段
階
か
ら
陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
カ
フ
ー
ン
は
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
初
代
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

判
事
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
港
の
治
安
維
持
に
尽
力
し
た
。
カ
フ
ー
ン
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
商
業
や
治
安
維
持
に
関

す
る
彼
の
著
作
が
杜
会
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
カ
フ
ー
ン
の
社
会
活
動
は
、
商
工
業
、
貧
民
救
済
、
労
働
者
教
育
、
パ
ブ
規
制
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、
彼
の
著
作
の
な
か
で
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
も
つ
と
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
が
、
～
七
九
五
年
に
出
さ
れ
た
『
首
都
圏
に
お
け
る
治
安
維
持
に
関
す
る
一
考
察
』
で
あ
っ
た
。

七
度
も
版
を
重
ね
る
う
ち
に
、
六
〇
〇
頁
を
超
え
る
大
著
と
な
っ
た
こ
の
論
文
で
、
カ
フ
ー
ン
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
の
法
学
博
士
号
を
取
得
し

て
い
る
。
そ
の
な
か
で
カ
ブ
！
ン
は
、
犯
罪
者
の
取
り
締
ま
り
や
処
罰
に
か
か
る
諸
費
用
が
国
の
財
政
を
圧
迫
し
、
国
力
を
低
下
さ
せ
て
い
る

と
し
、
罪
が
犯
さ
れ
る
前
に
、
彼
ら
の
日
常
を
監
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。
予
防
原
理
に
も
と
つ

く
国
家
警
察
の
創
設
を
構
想
し
て
い
た
カ
フ
ー
ン
に
と
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
港
と
は
ま
さ
に
治
安
維
持
改
革
の
壮
大
な
実
験
場
で
あ
り
、
そ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
商
業
と
治
安
維
持
と
い
う
二
つ
の
問
題
が
交
錯
す
る
場
で
あ
っ
た
。

　
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
、
首
都
圏
に
お
け
る
犯
罪
の
四
分
の
一
が
集
中
す
る
と
言
わ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
港
の
治
安
を
維
持
し
、
商
業
利
害
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
設
立
費
用
の
大
部
分
を
負
担
し
た
西
イ
ン
ド
商
人
と
、
じ
っ
さ
い
に
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
を
創
設
、

指
揮
し
た
カ
フ
ー
ン
の
関
心
は
微
妙
に
異
な
っ
て
い
た
。
カ
ブ
！
ン
は
、
ロ
ン
ド
ン
港
に
陸
揚
げ
さ
れ
る
積
荷
を
単
な
る
私
有
財
産
と
は
考
え

　
　
　
⑬

な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
積
荷
に
は
関
税
が
か
か
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
ロ
ン
ド
ン
港
の
治
安
維
持
を
国
家
の
関
税
収
入
に
直
結
す
る
問
題
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
て
と
ら
え
た
。
国
力
1
1
富
の
蓄
積
を
至
上
目
的
と
し
て
活
動
し
て
き
た
カ
フ
ー
ン
に
と
っ
て
、
河
川
犯
罪
者
は
検
挙
・
処
罰
に
要
す
る
莫
大

な
費
用
で
国
の
富
を
流
出
さ
せ
、
税
収
を
減
じ
る
存
在
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
政
府
が
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
設
立
費
用
を
負
担
し
た
目
的
は
、
カ
フ
ー
ン
と
同
じ
く
関
税
収
入
の
確
保
に
あ
っ
た
。
対
仏
戦
争
の
さ
な
か
の

一
七
九
七
年
二
月
、
フ
ラ
ン
ス
軍
が
一
時
イ
ギ
リ
ス
に
上
陸
す
る
と
い
う
緊
急
事
態
が
お
こ
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
取
り
つ
け
騒
ぎ
が
発
生
し
、

金
が
大
量
に
流
出
し
た
結
果
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
免
換
停
止
と
い
う
き
わ
め
て
深
刻
な
事
態
に
追
い
込
ま
れ
る
。
財
政
が
逼
迫
す
る
な
か
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テムズ河で略奪行為に関与している者の実態資料ユ

分類 総数 犯罪者

①船の航海士 3，444 500

②乗組員（給仕・大工・水夫・見習など） 24，000 4，000

③税関の下級役人 1，400 700

④沖仲士 1，400 1，200

⑤石炭荷揚人 800 600

⑥クーパー 400 300

⑦船頭（ロンドンブリッジ、グリニッジ間を往復） 900 500

⑧はしけ、輸送船乗組員 1，500 500

⑨夜警 LOOO 300

⑩スカッフル・ハンター（はしけや埠頭で働く労働者） 500 500

⑪倉庫で働く労働者 1，000 500

小計 36β44 9，600

⑫海賊：はしけの紡を切って漂流させ、下流で船荷を略奪 100

⑬夜間窃盗団：⑥⑦⑧で構成 200

⑭ライト・ホースマン：故買屋を頂点とした窃盗団。乗組員
@　　　　　　　　　や税関役人の協力（一晩で20～30ギ
@　　　　　　　　　ニーの賄賂）で大量に積荷を略奪

200

⑮故買屋 550

⑯泥ひばり・鼠とり：満潮時に船から積荷を投げ入れておい
@　　　　　　　　て干潮時にそれを泥のなかから回収

200

合計 10，850

Colquhoun，　P．，　A　Treatise　on　the　Cominerce　and　Police　of　the　River　Thames，　Lon一

（lon，1800，　pp，165－198より｛乍成。

戦
争
資
金
を
捻
出
す
べ
く
、
政
府
は
あ
ら
ゆ

（906）

る
財
源
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
た
。
河
川
犯
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

の
頻
発
に
頭
を
痛
め
て
い
た
西
イ
ン
ド
商
人

と
、
関
税
の
確
保
に
関
心
を
向
け
始
め
た
政

府
の
利
害
は
こ
こ
に
～
致
し
た
。
河
川
犯
罪

の
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
の
ぞ
む
声
は
以
前

か
ら
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
リ
ン
・

ポ
リ
ス
が
こ
の
時
期
に
な
っ
て
よ
う
や
く
設

立
さ
れ
た
背
後
に
は
、
こ
う
し
た
国
家
の
財

政
問
題
が
深
く
か
ら
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

カ
ブ
！
ン
は
ロ
ン
ド
ン
港
に
お
け
る
犯
罪

の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
資
料
1
は
、
カ
フ
ー
ン
が
マ
リ

ン
・
ポ
リ
ス
を
設
立
す
る
に
あ
た
り
、
調
査

の
う
え
作
成
し
た
「
テ
ム
ズ
河
で
略
奪
行
為

に
関
与
し
て
い
る
者
の
実
態
」
で
あ
る
。
①

か
ら
⑪
は
合
法
的
に
積
荷
に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
る
者
、
つ
ま
り
内
部
関
係
者
で
、
河
川

犯
罪
者
の
九
割
近
く
を
占
め
る
と
さ
れ
た
。



⑫
か
ら
⑯
は
外
部
か
ら
船
に
近
づ
く
犯
罪
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
内
部
か
ら
の
手
引
き
は
不
可
欠
で
あ
り
、
じ
っ
さ
い
窃
盗
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
な
か
に
は
多
数
の
港
湾
労
働
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
あ
が
っ
て
い
る
数
値
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
若
干
疑
問
が
残
る
も
の
の
、
カ

フ
ー
ン
が
問
題
慨
し
て
い
た
河
川
犯
罪
の
特
徴
を
い
く
つ
か
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
税
関
役
人
や
夜
警
の
汚
職
、
港
湾
労
働
者

や
船
員
に
よ
る
内
部
犯
行
の
常
態
化
、
そ
し
て
故
買
屋
や
役
人
を
黒
幕
と
す
る
窃
盗
団
の
存
在
の
三
点
で
あ
る
。
と
く
に
沖
仲
士
や
ク
ー
パ
ー
、

石
炭
荷
揚
人
と
い
っ
た
港
湾
労
働
者
に
対
す
る
カ
フ
ー
ン
の
ま
な
ざ
し
は
厳
し
く
、
窃
盗
団
の
末
端
に
位
置
し
て
「
実
行
犯
」
と
な
っ
た
の
も

こ
う
し
た
人
び
と
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

（
三
）
　
石
炭
荷
揚
人
へ
の
ま
な
ざ
し

マリン・ポリスと港湾労働者の世界（林田）

　
暴
動
を
お
こ
し
た
石
炭
荷
揚
人
と
は
ど
う
い
つ
だ
人
び
と
で
あ
っ
た
の
か
。
従
来
、
ロ
ン
ド
ン
港
で
石
炭
の
荷
揚
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

穀
物
や
塩
な
ど
、
検
量
を
要
す
る
積
荷
を
扱
う
ポ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
石
炭
貿
易
の
成
長
に
伴
い
、
　
六
世
紀
末
頃
ま
で
に
石
炭
の

荷
揚
を
専
門
に
お
こ
な
う
石
炭
荷
揚
人
と
い
う
職
業
が
成
立
し
て
く
る
。
特
権
団
体
で
あ
る
ポ
ー
タ
ー
と
は
異
な
り
、
彼
ら
に
は
ロ
ン
ド
ン
市

民
権
は
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
多
く
が
シ
テ
ィ
の
外
、
ロ
ン
ド
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
下
流
の
シ
ャ
ド
ウ
ェ
ル
や
ウ
ォ
ッ
ピ
ン
グ
付
近
に
居

　
　
　
　
⑱

住
し
て
い
た
。
石
炭
荷
揚
人
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
多
く
、
一
七
六
八
年
の
時
点
で
ロ
ン
ド
ン
港
で
働
く
石
炭
荷
揚
人
の
お
よ
そ
三
分
の
二

　
　
　
　
　
⑲

を
占
め
て
い
た
。

　
荷
揚
仕
事
は
親
方
の
も
と
に
一
五
か
ら
一
七
名
程
度
の
荷
揚
人
を
組
織
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
彼
ら
の
あ
い
だ
で
は
、
私
用
に
石
炭
を
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

帰
る
慣
習
が
役
得
（
℃
Φ
β
葺
ω
冨
）
と
し
て
根
付
い
て
い
た
。
分
量
は
「
最
後
の
ひ
と
す
く
い
」
で
、
と
く
に
決
め
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

荷
主
が
負
荷
労
働
と
の
引
き
換
え
や
現
物
支
給
の
意
味
を
こ
め
て
同
意
な
い
し
は
黙
認
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
石
炭
は
シ
テ
ィ

当
局
に
よ
る
検
量
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
物
品
で
、
シ
テ
ィ
の
検
量
士
に
は
～
回
あ
た
り
五
ブ
ッ
シ
ェ
ル
の
石
炭
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
特
権
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
カ
フ
ー
ン
は
、
検
量
士
が
持
ち
帰
る
石
炭
の
量
は
年
間
一
四
七
九
ポ
ン
ド
に
も
の
ぼ
る
と
し
、
こ
の
慣
習
が
石
炭
荷
揚
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⑫

人
の
違
法
な
行
為
に
言
い
訳
を
与
え
、
く
す
ね
行
為
（
℃
ま
Φ
忌
α
q
）
を
助
長
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　
カ
フ
ー
ン
は
、
石
炭
荷
揚
人
を
は
じ
め
と
す
る
港
湾
労
働
者
の
慣
習
を
河
川
犯
罪
の
温
床
と
み
な
し
、
痛
烈
に
批
判
し
た
。
こ
う
し
た
慣
習

の
存
在
は
く
す
ね
行
為
に
対
す
る
罪
の
意
識
を
低
下
さ
せ
る
と
と
も
に
、
慣
習
概
念
の
拡
大
解
釈
を
誘
発
す
る
。
そ
の
結
果
、
略
奪
の
被
害
額

が
増
大
し
犯
罪
が
常
態
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
カ
フ
ー
ン
は
河
川
犯
罪
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
彼
ら

の
慣
習
を
撲
滅
し
、
ロ
ン
ド
ン
港
を
と
り
ま
く
社
会
の
価
値
観
そ
の
も
の
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

　
カ
フ
ー
ン
は
、
ロ
ン
ド
ン
港
で
働
く
お
よ
そ
八
○
○
名
の
石
炭
荷
揚
人
の
う
ち
六
〇
〇
名
が
「
犯
罪
者
」
で
あ
る
と
見
積
も
っ
て
い
た
（
資

料
－
参
照
）
。
し
か
し
彼
は
、
石
炭
荷
揚
人
を
単
な
る
犯
罪
予
備
軍
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
、
荷
主
の
依
頼
で
荷
揚
人

を
調
達
す
る
請
負
人
（
8
。
一
出
盈
Φ
匿
訂
巴
）
の
「
搾
取
」
の
対
象
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
カ
フ
ー
ン
の
調
査
に
よ
る
と
、
石
炭
の
荷
揚
を
請

け
負
う
者
は
ロ
ン
ド
ン
港
周
辺
に
一
八
名
ほ
ど
存
在
し
、
全
員
が
パ
ブ
の
経
営
者
か
そ
の
代
理
人
で
あ
っ
た
。
請
負
人
は
「
上
客
」
を
中
心
に

雇
用
す
る
の
で
、
荷
揚
人
は
仕
事
に
あ
り
つ
く
た
め
に
頻
繁
に
パ
ブ
通
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
賃
金
が
酒
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
⑬

多
々
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
ロ
ン
ド
ン
港
で
は
、
過
酷
な
荷
揚
仕
事
に
欠
か
せ
な
い
飲
み
物
と
し
て
、
一
人
一
ニ
シ
リ
ン
グ
分
の
酒
を
石
炭
船

に
有
料
で
運
び
こ
む
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
酒
代
に
加
え
て
、
荷
揚
人
は
一
回
の
仕
事
に
つ
き
一
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
の
手
数

料
を
請
負
人
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
カ
フ
ー
ン
は
、
年
間
三
六
七
六
隻
の
石
炭
船
が
入
港
し
、
一
隻
あ
た
り
一
〇
名
が
荷
揚
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
た
る
と
仮
定
し
た
う
え
で
、
「
請
負
人
に
よ
る
搾
取
の
実
態
」
を
数
値
で
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
荷
揚
人
が
支
払
う
手
数
料
が
年

間
二
四
五
〇
ポ
ン
ド
、
荷
揚
の
さ
い
の
酒
代
が
二
万
二
〇
五
六
ポ
ン
ド
で
合
計
二
万
四
五
〇
六
ポ
ン
ド
、
平
均
す
る
と
荷
揚
人
一
人
あ
た
り
三

〇
ポ
ン
ド
以
上
の
計
算
に
な
る
。
た
だ
し
、
酒
代
す
べ
て
が
請
負
人
の
利
益
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
か
ら
酒
の
仕
入
れ
値
を
引
い

た
八
五
七
六
ポ
ン
ド
が
「
搾
取
」
に
よ
る
請
負
人
の
収
益
と
さ
れ
た
。

　
カ
フ
ー
ン
に
と
っ
て
石
炭
荷
揚
人
と
は
、
パ
ブ
で
深
酒
を
し
、
役
得
と
称
し
て
石
炭
を
「
横
領
」
す
る
こ
と
で
国
の
富
を
減
じ
る
者
、
治
安

を
乱
し
国
力
を
損
な
う
悪
し
き
港
湾
労
働
者
の
典
型
で
あ
っ
た
。
パ
ブ
を
中
心
と
し
た
彼
ら
の
日
常
は
、
ま
さ
に
カ
フ
ー
ン
が
撲
滅
し
よ
う
と
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し
た
飲
酒
・
現
物
支
給
・
役
得
と
い
っ
た
慣
習
に
支
配
さ
れ
た
世
界
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
　
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
機
能

マリン・ポリスと港湾労働者の世界（林田）

　
資
料
2
は
、
発
足
当
時
の
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
組
織
図
で
あ
る
。
「
ポ
リ
ス
」
と
称
す
る
組
織
に
法
廷
機
能
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
「
犯
罪

を
取
り
締
ま
り
、
起
訴
を
お
こ
な
う
専
門
機
関
と
し
て
の
ポ
リ
ス
」
が
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
今
日
で
い
う
警
察
と
法
廷
の
機

能
は
、
こ
の
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
未
分
化
の
状
態
に
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
首
都
警
察
が
誕
生
す
る
三
〇
年
以
上
も
前
に
設
立
さ
れ
た
マ
リ

ン
・
ポ
リ
ス
は
、
判
事
の
指
揮
下
で
コ
ン
ス
タ
プ
ル
が
犯
罪
の
摘
発
に
あ
た
り
、
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者
を
即
決
で
裁
く
た
め
の
組
織
で
あ
っ
た
。

マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
は
正
規
の
コ
ン
ス
タ
プ
ル
に
加
え
て
二
二
〇
名
の
臨
時
コ
ン
ス
タ
プ
ル
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
荷
主
の
要
請
が
あ
れ
ば
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

揚
の
監
視
に
あ
た
っ
た
。
さ
ら
に
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
は
政
府
の
認
可
を
受
け
た
沖
仲
士
が
約
九
〇
〇
名
分
録
さ
れ
て
い
た
。
荷
揚
に
携
わ
る

沖
仲
士
を
厳
重
な
監
視
下
に
お
く
こ
と
で
、
抜
き
荷
な
ど
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
彼
ら
は
物
を
隠
し
た
り
で
き
な
い
よ
う
な
特
殊
な
服

を
着
せ
ら
れ
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
上
陸
し
た
さ
い
に
は
コ
ン
ス
タ
プ
ル
の
厳
し
い
身
体
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
設
立
に
あ
た
り
、
カ
フ
ー
ン
は
コ
ン
ス
タ
プ
ル
の
指
導
書
を
執
筆
し
て
い
る
。
時
間
規
律
に
重
き
を
お
い
た
こ
の
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

書
で
は
、
賄
賂
に
つ
な
が
る
と
し
て
チ
ッ
プ
の
受
け
取
り
は
固
く
禁
じ
ら
れ
、
飲
酒
や
職
務
怠
慢
は
即
刻
解
雇
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。
河

川
犯
罪
の
温
床
と
な
っ
て
き
た
慣
習
を
撲
滅
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
労
働
環
境
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
カ
フ
ー
ン
の
意
図
が
見
て
と
れ
る
。
ま

た
、
指
導
書
に
は
税
関
役
人
に
船
の
警
備
を
任
せ
て
は
な
ら
な
い
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
船
の
警
護
を
担
当
す
る
夜
警
を
税
関
役
人
が
買
収
し

て
い
た
実
態
が
う
か
が
え
勧
・
カ
ブ
　
ン
は
・
》
」
う
し
た
役
人
や
夜
警
の
腐
敗
を
前
提
に
し
た
う
毛
・
的
確
な
予
防
措
置
を
講
じ
よ
う
と
し

た
。　

カ
フ
ー
ン
の
主
眼
は
予
防
に
お
か
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
が
す
べ
て
の
犯
罪
を
予
防
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
じ
っ
さ
い
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
犯
罪
に
対
し
て
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
ど
う
対
処
し
た
の
か
。
資
料
3
は
、
一
七
九
八
年
九
月
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資料2　マリン・ポリスの人員および経費

給与・

名
名
名

一
　
　
ワ
臼
　
8

①司法部門：法廷

　　地元判事

　　事務員

　　コンスタンブル

£98011名

名
名
評
名
名
名

－
　
　
n
ぴ
　
1
　
　
8
　
　
3
　
　
0

　
　
　
1
　
　
　
　
　
3

②水上警察部門

　　事務・会計

　　水上監視員

　　警察署つき沿路見員

　　船頭

　　はしけ監視員

　　はしけ警備員

£2，65062名

£270

1名

1名

1名

3名

③沖仲士部門

　　沖仲士監督

　　讐柔務員　（登霊景孝養徴Jl又）

　　事務補佐

園
路

④総務部門

　　訴追弁護士

　　その他纂務・警備

£2004名

　　　建物維持、税金、文具

石炭、蝋燭、ボート代、報償金など £900

合計80名 £5，000

Colquhoun，　P．，　A　Treatise　on　the　Commerce　and　Police　of　the　River

Thames，　London，　1800，　pp，　201－202．

か
ら
一
二
月
ま
で
の
四
ヶ
月
間

に
『
ロ
ン
ド
ン
・
パ
ケ
ッ
ト
』

の
「
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
」
欄
に

掲
載
さ
れ
た
情
報
を
整
理
し
た

表
で
あ
る
。
容
疑
者
の
職
業
が

明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
職
業

を
、
不
明
な
場
合
に
は
氏
名
を

記
載
し
た
。
拘
留
さ
れ
た
者
が

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
な
ど
続

報
が
な
い
も
の
も
あ
り
、
こ
れ

が
す
べ
て
を
網
羅
し
た
資
料
で

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
罰
金
判
決
が
出
さ
れ
て

も
そ
れ
が
じ
っ
さ
い
に
支
払
わ

れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
、
罰
金
が
払
え
ず
（
あ
る
い
は
払
わ
ず
）
投
獄
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
資
料
3
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
時
期
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
が
主
に
取
り
締
ま
っ
た
の
は
、
河
川
お
よ
び
倉
庫
周
辺
に
お
け
る
対
物
犯

罪
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
全
体
の
お
よ
そ
四
〇
％
と
い
う
高
い
割
合
を
占
め
て
い
た
の
が
バ
ン
ボ
ー
ト
法
違
反
で
あ
る
。
バ
ン
ボ
ー
ト
と
は
、

船
員
や
港
湾
労
働
者
を
相
手
に
酒
や
タ
バ
コ
を
商
う
小
型
船
の
こ
と
で
、
停
泊
中
の
船
に
近
づ
い
て
は
船
の
備
品
や
積
荷
を
略
奪
す
る
な
ど
の

行
為
を
繰
り
返
し
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
被
害
を
受
け
た
商
入
ら
の
要
望
に
こ
た
え
る
か
た
ち
で
、
一
七
六
一
年
に
バ
ン
ボ
ー
ト
法
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マリン・ポリスと港湾労働者の世界（林田）

　　　　　　　　資料3　マリンポリスが処理した事件（1798年9月～12月）

　　　　　　　　　　　London　Packet；　Or，？Vezv　Lloyds　Evening　Post，　Sep．一Dec．，1798より作成。

月 容疑者職業or氏名 容疑 措置・判決

9月 税関役人（4名） 複数の西インド商船からコーヒー 四季裁判まで拘留
や砂糖を盗む

税関役人 コーヒー21袋の窃盗を二二→窃盗 拘留
犯の裁判（オールド・ベイリにて
死刑判決）過程で明るみに

2名の男 停泊中の西インド商船からラム16 四季裁判まで保釈
ガロンを盗む

10月 J．Saunders ラムの不法所持（Bumboat　Act 盗品没収、罰金40シリング（十裁
違反） 判費用）

外国人（有色人） 砂糖の不法所持（Bumboat　Act 罰金40シリング
違反）

S．Chain 盗品と思われる麻の不法所持 拘留
（Bumboat　Act違反）

A．Booth 西インド商船からの盗品と思われ 盗品没収、罰金40シリング（十裁
る砂糖の不法所持（Bumboat　Act 判費用）
違反）

物売り（abum．boat 船のロープや廃品の不法所持 拘留
man） （Bumboat　Act違反）

輸送船船長 船荷運搬船内に隠された海軍軍需 運搬船の捜索令状発行・運搬船の
物資を押収 船長の取り調べ→「審理の過程で

相嶺数の略奪行為が港湾関係者に
よってなされている状況が明らか
になった」

続報：輸送船船長に結入を準備す
る猶予が与えられる

石炭荷揚人（2名） 石炭の不法所持（Bum　Boat　Act 罰金40シリング
違反）

クーパー 西インド商船から盗んだと見られ 罰金40シリング

る砂糖の不法所持（Bum　Boat
Act違反）

沖仲士 盗品と思われる砂糖の不法所持 罰金4Gシリング
（Bum　Boat　Act違反）

Richard　Hanes 盗品と思われる石炭の不法所持 罰金40シりング
（Bumboat　Act違反）

William　Deswick 砂糖の不法所持（Bum　Boat　Act 罰金40シリング
違反）

故買屋 盗品と思われるジンジャーを売却 釈放

H．Cox 底荷附田塊の不法所持（Bum 罰金4Qシリング
Boat　Act違反）

渡し守（waterman） 勤務船の工具やロープを盗む 拘留
（2名）

石炭商 底荷をトリニティ・ハウスに届け 罰金50シりング
ず（脱税）船に積む

Dalton 造幣局金貨強盗事件で見張りを行 拘留
う
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11月 渡し守（waterman） ボートの窃盗 重罪容疑でニュープリズンにて拘
留。

続報：被告は「渡し守の間には互
いのボートを勝手に使う慣習があ
る」と釈明。厳重注意の上、釈放

外国船の乗組員（5 船から穀物を盗む 盗品を返蜘し釈放
名）

2隻の船の乗組員 船上でピッチとタールを燃やす 罰金5ポンド
（各1名）

Ann　Blackbum 船からビスケットその他を盗む 証拠不十分で釈放、盗品は押収

倉庫で働くレイバ 倉庫もしくは近くに停泊していた 拘留
ラー（2名） 船から砂糖を盗む

John　Lardent 煙草の不法所持（Bum　Boat　Act 罰金40シリング
違反）

沖仲士 西インド商船から砂糖を盗む 重罪容疑でニュープリズンにて拘
留

不明 西インド商船のオーナーがコー 判事は重罪犯を検挙するために必
ピー50袋の盗難を通報 要な措置をとるよう指示
「この船は警察の保護を受けてい
なかった」

渡し守（waterman） 停泊中の船からロープを盗む 重罪容疑でニュープリズンにて拘
留

雑貨商（gr・ce・） 荷揚げ労働者による盗品と知りな 四季裁判所までニュープリズンに
がら西インド商船の積荷を故買 て拘留（保釈証人を見つけること

できず）

西インド商船のレイ 勤務船から砂糖を盗む 重罪容疑でニュープリズンにて拘

バラー（2名） 留

雑貨商（gr・cer） 盗晶と知りながら西インド商船の 拘留
積荷を故買

Alexander　Graig 船の備蓄品その他の不法所持 罰金40シリング
（Bum　Boat　Act違反）

小型船（vesse1）の ケーブル、錨、現金を盗んで自ら 後日の審理まで保釈

船長 が所有するボートに乗せる

ある船の船畏と乗組 積荷の一部を不法に処理しようと 拘留
員（2名） する

西インド商船乗組員 令状にもとづきコンスタプルが船 捜査中
（複数） 内を捜索、かなりの量の砂糖が隠

されているのを発見

船の乗組員 革製晶その他の不法所持（Bum 罰金40シリング
Boat　Act違反）

兵士 テムズ河で衣服のなかに砂糖を隠 罰金40シリング
し持っているところを発見
（Bum　Bo段t　Act違反）

船大工 停泊申の船から銅を盗む 重罪容疑でニュープリズンにて拘
（shipwright） 留

12月 John　Payne コーヒーの不法所持（Bum　Boat 審理ののち、被告が働く船の船長
Act違反） が罪を赦免したため釈放

夜番（watchman） 停泊中の船から盗まれたと思われ 罰金40シリング

る石炭を不法所持（Bum　Boat
Act違反）

はしけ船頭 トリニティ・ハウスに届けを出し 拘留
（masterlighterman） ていない（検量、登録、番号付与

のなされていない）船荷を盗み出
す
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マリン・ポリスと港湾労働者の枇界（林田）

　
　
　
　
　
⑳

が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
す
べ
て
の
バ
ン
ボ
ー
ト
お
よ
び
、
そ
れ
に
類
す
る
小
型
船
に
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ウ
ス
へ
の
登
録
を
義
務
づ
け
、

登
録
料
と
し
て
一
律
五
シ
リ
ン
グ
を
徴
収
す
る
こ
と
、
バ
ン
ボ
ー
ト
の
な
か
に
船
の
備
品
や
積
荷
を
隠
し
持
っ
て
い
た
者
を
微
罪
と
し
て
処
罰

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
罰
則
は
初
犯
が
罰
金
四
〇
シ
リ
ン
グ
な
い
し
は
禁
固
一
ヶ
月
、
累
犯
が
罰
金
四
ポ
ン
ド
な
い
し
は
禁
固
二
ヶ
月
と

さ
れ
た
。

　
バ
ン
ボ
ー
ド
法
違
反
は
、
微
罪
で
略
式
裁
判
が
可
能
な
う
え
、
水
上
で
あ
れ
ば
、
出
所
不
明
の
物
品
を
所
持
し
て
い
る
だ
け
で
要
件
を
満
た

し
た
の
で
、
有
罪
判
決
率
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た
。
窃
盗
や
故
買
よ
り
も
難
件
が
容
易
な
、
実
効
性
重
視
の
法
律
だ
っ
た
と
い
え
る
。
マ
リ

ン
・
ポ
リ
ス
の
判
事
の
一
人
で
カ
フ
ー
ン
の
右
腕
と
し
て
活
躍
し
た
ジ
ョ
ン
・
ハ
リ
オ
ッ
ト
の
自
伝
に
よ
る
と
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
が
最
初
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
年
で
処
理
し
た
バ
ン
ボ
ー
ト
法
違
反
は
全
部
で
四
九
四
件
、
有
罪
確
定
率
は
八
○
％
以
上
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
バ
ン
ボ
ー
ト
法
違

反
者
の
大
半
が
港
湾
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
資
料
3
か
ら
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
、
こ
の
時
期
バ
ン
ボ
ー
ト
法
違
反

で
裁
か
れ
た
容
疑
者
の
じ
つ
に
五
六
％
が
ロ
ン
ド
ン
港
で
働
く
労
働
者
や
税
関
役
人
な
ど
港
湾
関
係
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
記
事
に
は
職
業

記
載
の
な
い
も
の
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
じ
っ
さ
い
に
は
も
っ
と
多
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
河
川
犯
罪
の
予
防
を
掲
げ
る
マ
リ

ン
・
ポ
リ
ス
に
と
っ
て
、
港
湾
関
係
者
に
よ
る
く
す
ね
行
為
は
、
常
習
犯
罪
へ
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
厳
し
く
取
り
締
ま
る
バ
ン
ボ
ー

ト
法
は
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
方
針
を
港
湾
関
係
者
に
広
く
知
ら
し
め
る
と
同
時
に
、
ギ
ャ
ン
グ
の
末
端
犯
罪
者
に
対
す
る
一
種
の
「
見
せ
し

め
」
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
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。
｛
ぴ
。
乱
g
診
浮
鼠
［
《
“
§
鴨
ぎ
こ
駄
獣
§
§
ポ
鎚
§
電
§
栽
b
箏

　
隠
N
信
ミ
§
ひ
ピ
。
巳
o
p
一
8
ρ
O
．
○
。
■

②
O
。
5
与
。
毎
漏
§
・
§
§
舞
℃
．
b
。
＄
’

③
§
叙
も
』
O
■

④
幻
巴
N
ぎ
。
鼠
。
N
り
§
ミ
〕
℃
．
し
。
回
議
「

⑤
ミ
罫
℃
．
ω
0
回
’

⑥
O
。
5
寡
2
p
沁
§
・
§
§
鴨
恥
も
．
δ
。
。
’

⑦
O
。
5
多
8
p
℃
‘
缶
愈
ミ
ミ
ミ
§
鼠
§
b
愚
・
§
職
§
晒
ら
§
ミ
馬
肺
ミ
ミ

　
壽
㍗
冒
ミ
職
§
織
ミ
隷
、
ぎ
魯
ミ
◎
註
ミ
鴨
ミ
こ
ミ
ト
§
さ
鐸
轡
。
巳
o
P
一
お
ρ

　
で
．
卜
。
．

⑧
○
。
ざ
多
2
戸
肉
§
、
§
§
穐
始
も
．
2
伊

⑨
カ
フ
ー
ン
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
尾
雷
す
U
こ
出
b
O
凡
悪
ミ
ミ
象
ミ
q
詠
駄
§119 （913）



　
卜
慧
§
駄
承
了
嵩
晦
駄
、
9
貯
§
婁
斜
穿
節
じ
。
戸
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⑩
主
任
判
事
は
本
来
有
給
職
で
あ
っ
た
が
、
財
政
難
の
な
か
、
カ
フ
ー
ン
は
い
っ
さ

　
い
報
酬
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
と
雷
わ
れ
て
い
る
。
カ
フ
ー
ン
の
死
後
、
彼
の
患
子

　
が
未
払
い
賃
金
の
支
払
い
を
求
め
て
訴
え
を
お
こ
し
て
い
る
。
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｛
｛
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匹
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〇
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鼻
。
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寄
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溶
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駄
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，
愚
ミ
互
い
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註
。
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刈
①
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■
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N
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N
響
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も
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ω
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。
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N
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ミ
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舞
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翫
§
斜
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恕
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套
ミ
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題

　
§
馬
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b
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、
誌
亀
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ミ
漕
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、
℃
N
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騨
沁
昏
8
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叙
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目
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§
N
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偽
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§
駄

　
鉤
§
無
§
聴
劣
等
§
勢
と
略
す
）

⑭
カ
フ
ー
ン
の
社
会
活
動
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
著
糊
イ
ギ
リ
ス
近
代
警
察
の

　
誕
生
ー
ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
朝
ボ
ビ
ー
の
社
会
史
－
輪
昭
和
堂
、
近
刊
、
第
二
章

　
を
参
照
。

⑮
圏
恥
N
ぎ
。
鼠
。
N
曽
唇
ミ
も
■
ω
㎝
Φ
．

⑯
カ
フ
ー
ン
が
あ
げ
た
数
値
に
対
す
る
批
判
は
、
当
蒔
か
ら
出
て
い
た
。
た
と
え

　
ば
、
》
Ω
樽
置
魯
。
｛
ピ
。
⇒
山
o
P
び
9
ロ
。
《
四
σ
Q
鼓
門
讐
ρ
O
穿
箋
§
馬
凡
§
物
§
織
貯
鷺

　
ぎ
ミ
凡
ミ
翫
§
§
ミ
ミ
犠
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ミ
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§
き
恥
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詳
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ミ
』
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寒
色
，
愚
ミ
貧
ξ
℃
O
緊

　
餐
ぎ
§
讐
肉
墨
”
い
。
包
§
し
Q
。
O
ρ
唱
．
ω
q
。
し
か
し
一
方
で
、
セ
ン
サ
ス
が
登
場

　
す
る
以
前
に
カ
フ
ー
ン
が
作
成
し
た
人
日
統
計
や
ロ
ン
ド
ン
港
に
お
け
る
貿
易
統

　
計
な
ど
は
、
研
究
者
の
あ
い
だ
で
信
愚
性
の
高
い
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑰
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
川
北
稔
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
ス
ラ
ム
ー
1
十
九
世
紀

　
ロ
ン
ド
ン
に
か
ん
す
る
一
考
察
一
1
扁
中
村
賢
二
郎
編
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歴
史
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な
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市
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史
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－
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．
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．
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．
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．
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（
こ
　
経

過

　
微
罪
の
取
り
締
ま
り
を
中
心
に
活
動
し
て
き
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
、
設
立
後
わ
ず
か
三
ヶ
月
に
し
て
襲
撃
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
。
暴

動
は
い
か
に
し
て
お
き
た
の
か
。
そ
の
動
機
は
何
だ
っ
た
の
か
。
内
務
省
文
書
や
新
聞
記
事
を
も
ち
い
な
が
ら
、
ま
ず
は
事
件
を
再
構
成
し
て

み
た
い
。

　
一
七
九
八
年
一
〇
月
一
六
日
の
夕
方
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
内
の
法
廷
に
石
炭
荷
揚
人
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
ア
ほ
か
二
名
が
、
六
ブ
ッ
シ
ェ
ル
の

石
炭
を
バ
ン
ボ
ー
ト
内
に
隠
し
持
っ
て
い
た
と
し
て
連
行
さ
れ
て
き
た
。
三
人
は
河
川
上
で
コ
ン
ス
タ
プ
ル
の
職
務
質
問
を
受
け
た
さ
い
、
石

炭
の
入
手
先
に
つ
い
て
納
得
の
い
く
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
。
バ
ン
ボ
ー
ト
法
違
反
の
容
疑
で
三
人
を
裁
い
た
主
任
判
事
バ
ト
リ
ッ
ク
・
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

フ
ー
ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
四
〇
シ
リ
ン
グ
の
。
・
劃
金
髪
を
申
し
渡
し
た
。
四
〇
シ
リ
ン
グ
と
い
う
罰
金
の
額
か
ら
、
彼
ら
が
初
犯
扱
い
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
罰
金
刑
を
受
け
た
と
い
う
知
ら
せ
ば
、
す
ぐ
に
パ
ブ
に
い
た
仲
間
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
仲

間
の
一
人
で
の
ち
に
裁
判
で
証
書
す
る
こ
と
に
な
る
石
炭
荷
揚
人
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
は
、
そ
の
と
き
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
チ
ャ
ー
ル
ズ
に
は
罰
金
を
払
え
る
だ
け
の
余
裕
が
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
数
人
の
者
が
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
監
獄
送
り
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
る
前
に
お
金
を
工
面
し
て
あ
げ
よ
う
と
言
い
出
し
た
。

　
こ
う
し
て
ニ
ュ
ー
マ
ン
、
メ
イ
ソ
ン
、
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
ほ
か
数
名
が
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
赴
き
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
か
わ
り
に
罰
金
を
支
払
っ

③た
。
こ
の
と
き
時
刻
は
午
後
八
時
半
、
日
は
す
っ
か
り
暮
れ
、
あ
た
り
は
夕
闇
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
を
伴
っ
て
表
に
出
た
三
人

は
、
突
然
、
石
や
棒
で
武
装
し
た
　
○
○
名
ほ
ど
の
群
衆
に
取
り
囲
ま
れ
る
。
ま
ず
口
を
開
い
た
の
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
兄
弟
で
同
じ
く
石
炭
荷

婦
人
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
だ
っ
た
。
「
こ
の
野
郎
、
罰
金
を
払
っ
た
の
か
」
と
つ
め
よ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
力
な
く
「
払
っ

121 （915）



た
」
と
答
え
た
。
す
る
と
別
の
一
人
が
「
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
奴
は
や
っ
つ
け
て
し
ま
う
そ
。
お
ま
え
な
ん
か
監
獄
に
ぶ
ち
こ
ま
れ
た
方
が
よ

か
っ
た
ん
だ
」
と
叫
び
、
群
衆
の
興
奮
は
一
気
に
高
ま
る
。
「
四
〇
シ
リ
ン
グ
を
取
り
戻
す
そ
！
」
「
警
察
署
を
ぶ
ち
壊
し
て
や
る
！
」
。
群
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
口
々
に
叫
び
な
が
ら
建
物
の
周
り
を
取
り
囲
み
、
窓
に
向
か
っ
て
投
石
を
始
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
建
物
の
な
か
に
は
、
判
事
と
コ
ン
ス
タ
プ
ル
、
そ
し
て
偶
然
居
合
わ
せ
た
住
昆
が
数
名
い
た
。
カ
フ
ー
ン
は
騒
擾
法
を
読
み
上
げ
る
た
め
に

ド
ア
の
方
へ
向
か
っ
た
が
、
激
し
い
投
石
で
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
ま
り
か
ね
た
カ
フ
ー
ン
は
、
チ
ー
フ
・
コ
ン
ス
タ
プ
ル
で
あ
る

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ペ
リ
ー
に
発
砲
命
令
を
出
し
た
。
ペ
リ
ー
は
建
物
の
窓
か
ら
石
が
飛
ん
で
き
た
方
角
に
向
け
数
発
を
発
砲
し
た
。
こ
の
発
砲
で

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ハ
ン
ク
ス
と
い
う
名
の
石
炭
荷
揚
人
が
射
殺
さ
れ
、
銃
声
に
お
の
の
い
た
群
衆
の
大
半
が
四
散
し
た
。
投
石
の
手
が
止
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
こ
ろ
で
、
よ
う
や
く
カ
フ
ー
ン
は
外
へ
出
て
騒
擾
法
を
読
み
上
げ
た
。
死
者
が
出
た
こ
と
で
群
衆
の
大
半
は
逃
亡
し
た
も
の
の
騒
ぎ
は
ま
だ

収
ま
ら
な
か
っ
た
。
警
察
署
か
ら
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
ダ
ン
グ
埠
頭
の
あ
た
り
に
一
五
名
ほ
ど
の
暴
徒
が
残
り
、
警
察
署
に
向
か
っ
て

投
石
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
騒
ぎ
を
聞
き
つ
け
、
ダ
ン
グ
埠
頭
に
か
け
つ
け
た
住
民
の
一
人
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
、
暴
徒
た
ち
が

「
人
が
殺
さ
れ
た
。
今
夜
は
血
ま
み
れ
の
殺
人
が
お
こ
る
ぞ
」
と
か
、
「
お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
。
俺
た
ち
は
ま
だ
残
虐
な
判
事
ど
も
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

復
讐
を
終
え
て
な
い
。
奴
ら
の
頭
を
ぶ
っ
と
ば
し
て
や
る
」
な
ど
と
物
騒
な
言
葉
を
口
に
し
て
い
た
と
証
言
し
て
い
る
。

　
一
方
、
群
衆
を
怒
ら
せ
て
し
ま
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
た
ち
は
そ
の
後
ど
う
し
た
の
か
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
と
一
緒
に
警
察
署
を
出
た
バ
タ
ー
ワ
ー
ス

は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
ら
数
名
が
、
殺
さ
れ
た
ハ
ン
ク
ス
の
遺
体
を
運
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
遭
遇
し
て
い
る
。
右
腕
に
大
き
な
石
を
三
つ
抱

え
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
を
見
つ
け
る
と
近
づ
い
て
き
て
脅
し
つ
け
た
。
「
こ
の
野
郎
、
も
し
逃
げ
や
が
っ
た
ら
こ
の
石
で
頭
を

な
ぐ
り
つ
け
て
や
る
ぞ
」
。
恐
ろ
し
く
な
っ
た
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
が
急
い
で
パ
ブ
に
逃
げ
込
む
と
、
そ
こ
に
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
ア
が
肩
を
落
と

し
て
座
り
込
ん
で
い
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
、
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
を
見
る
と
憔
溢
し
き
っ
た
様
子
で
こ
う
つ
ぶ
や
い
た
。
「
残
念
だ
が
ど
う
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
も
で
き
な
か
っ
た
」
。

　
ダ
ン
グ
埠
頭
か
ら
の
投
石
が
や
ま
な
い
た
め
に
、
カ
フ
ー
ン
は
つ
い
に
軍
隊
に
出
動
を
要
請
し
、
発
生
か
ら
数
時
間
で
暴
動
は
よ
う
や
く
鎮
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圧
さ
れ
た
。
翌
一
七
日
も
、
騒
ぎ
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
塔
か
ら
守
備
隊
が
出
動
し
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
周
辺
の
治
安

　
　
　
　
　
　
⑨

維
持
に
あ
た
っ
た
。

　
わ
ず
か
数
時
間
で
鎮
圧
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
暴
動
は
二
名
の
死
者
を
出
し
た
。
一
人
は
暴
動
に
加
わ
っ
て
い
た
石
炭
荷
揚
人
ジ

ェ
イ
ム
ズ
・
ハ
ン
ク
ス
で
あ
る
。
ハ
ン
ク
ス
が
警
察
署
か
ら
の
発
砲
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
こ
と
は
目
撃
証
言
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
警
察
側

も
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
否
定
し
な
か
っ
た
。
ハ
ン
ク
ス
の
死
亡
事
件
は
暴
動
か
ら
三
日
後
の
一
〇
月
一
九
日
、
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
教
区
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
で
検
死
陪
審
に
か
け
ら
れ
た
。
検
死
官
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
そ
の
席
上
、
以
下
の
よ
う
な
所
見
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
暴
動
は
じ
っ
さ
い
に
起
き
、
ハ
ン
ク
ス
が
暴
徒
の
一
人
と
し
て
破
壊
活
動
に
加
担
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
警
察
署
を
襲
撃
し
、
判
事
や
コ
ン
ス
タ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
ル
の
命
を
奪
う
こ
と
が
彼
ら
の
劇
的
で
あ
っ
た
。
警
察
の
行
為
は
自
衛
お
よ
び
暴
動
の
鎮
圧
上
や
む
を
え
な
い
も
の
と
し
て
正
当
化
で
き
る
。

　
陪
審
員
も
こ
れ
を
支
持
し
、
結
局
ハ
ン
ク
ス
の
死
は
正
当
な
殺
人
（
芝
垣
・
黙
置
巳
Φ
国
。
巨
。
己
Φ
）
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。
し
か
し
暴
動
の
犠
牲

者
は
ハ
ン
ク
ス
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
騒
擾
法
の
読
み
上
げ
後
も
ダ
ン
グ
埠
頭
か
ら
の
投
石
が
続
く
な
か
、
今
度
は
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
所
属

す
る
沖
仲
士
監
督
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ス
が
撃
た
れ
た
の
で
あ
る
。
暴
動
の
勃
発
時
、
フ
ラ
ン
ク
ス
は
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
同
僚
ピ
ー
コ

ッ
ク
と
パ
ブ
で
飲
ん
で
い
た
。
事
件
の
知
ら
せ
を
受
け
た
二
人
は
す
ぐ
に
警
察
署
へ
急
行
し
た
が
、
混
乱
の
な
か
、
ど
う
し
て
も
建
物
の
な
か

に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
勇
敢
に
も
フ
ラ
ン
ク
ス
は
単
独
で
暴
徒
を
鎮
め
る
べ
く
、
ダ
ン
グ
埠
頭
に
向
か
っ
て
歩
き
繊
し
た
。
発
砲
は
、
フ

ラ
ン
ク
ス
が
ピ
ー
コ
ッ
ク
の
そ
ば
を
離
れ
た
直
後
に
お
こ
っ
た
。
当
時
フ
ラ
ン
ク
ス
の
も
っ
と
も
近
く
に
い
た
ピ
ー
コ
ッ
ク
も
、
あ
た
り
は
暗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
＼

か
っ
た
た
め
、
誰
が
撃
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
証
雷
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ク
ス
は
パ
ブ
で
弾
丸
を
抜
か
れ
た
の
ち
、
た
だ
ち
に
ロ
ン

ド
ン
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ク
ス
に
命
中
し
た
弾
は
、
背
中
か
ら
古
事
を
貫
通
し
て
お
り
、
も
は
や
手
の
施
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

件
か
ら
五
日
目
の
一
〇
月
二
一
日
、
懸
命
の
治
療
も
む
な
し
く
、
フ
ラ
ン
ク
ス
は
病
院
の
ベ
ッ
ド
で
息
を
引
き
取
っ
た
。
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（
二
）
逮
捕
・
起
訴

　
暴
動
が
鎮
圧
さ
れ
た
あ
と
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
フ
ラ
ン
ク
ス
を
殺
害
し
た
犯
人
と
暴
動
の
首
謀
者
の
逮
捕
に
向
け
て
捜
査
を
開
始
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

殺
人
事
件
に
関
す
る
情
報
提
供
者
に
は
一
〇
〇
ポ
ン
ド
、
暴
動
の
首
謀
者
に
関
す
る
情
報
提
供
者
に
は
二
〇
ポ
ン
ド
の
報
奨
金
が
か
け
ら
れ
た
。

新
聞
報
道
と
内
務
省
の
史
料
か
ら
判
明
し
た
だ
け
で
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
こ
の
と
き
、
少
な
く
と
も
七
名
の
容
疑
者
を
取
り
調
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

こ
の
う
ち
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ウ
ッ
ド
と
マ
イ
ケ
ル
・
グ
ラ
ハ
ム
は
参
考
人
と
し
て
事
情
聴
取
さ
れ
た
も
の
の
、
証
拠
不
十
分
で
釈
放
さ
れ
た
。

興
味
深
い
の
は
、
バ
ン
ボ
ー
ト
法
違
反
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
ア
や
、
そ
の
仲
間
で
彼
の
か
わ
り
に
罰
金
を
支
払
っ
た
メ
イ

ソ
ン
、
ラ
フ
ら
が
、
暴
動
を
煽
動
し
た
と
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
結
局
全
員
が
釈
放
さ
れ
た
も
の
の
、
事
件
を
報
じ
る
薪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

聞
の
第
一
報
で
も
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
仲
間
を
集
め
暴
動
を
煽
動
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。

　
取
り
調
べ
を
受
け
た
の
は
石
炭
荷
揚
人
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
石
炭
検
量
士
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ワ
ト
ソ
ン
も
暴
動
を
煽
動
し
た
疑
い
で
マ

リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
拘
留
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ト
ソ
ン
は
取
り
調
べ
段
階
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
が
暴
動
の
あ
と
「
石
炭
を
失
う
ぐ
ら
い
な
ら
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
失
っ
た
方
が
ま
し
だ
」
と
嘆
い
て
い
る
の
を
聞
い
た
と
証
雷
し
た
。
彼
も
証
拠
不
十
分
で
ま
も
な
く
釈
放
さ
れ
た
も
の
の
、
ロ
ン
ド
ン
港
に

荷
揚
さ
れ
る
石
炭
に
特
権
を
持
つ
検
量
士
が
、
容
疑
者
と
し
て
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
た
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
ワ
ト
ソ
ン
が
聞
い
た
と
さ
れ

る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
言
葉
は
、
「
石
炭
」
を
め
ぐ
る
揉
め
事
が
暴
動
の
引
き
金
に
な
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
く
れ
る
。
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
逮

捕
さ
れ
た
者
の
な
か
で
、
最
後
ま
で
釈
放
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
現
場
に
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

は
認
め
た
も
の
の
、
最
初
に
襲
撃
を
し
か
け
、
警
察
署
の
窓
を
破
壊
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
否
認
し
た
。

　
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
逮
捕
さ
れ
た
あ
と
、
カ
フ
ー
ン
は
す
ぐ
に
内
務
次
官
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
イ
ッ
カ
ム
に
宛
て
て
、
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送
っ
た
。

　
　
暴
動
の
首
謀
者
の
一
人
で
あ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
な
る
人
物
の
取
り
調
べ
内
容
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
我
々
は
今
回
の
よ
う
な
と
ん
で
も
な
い
企
て

　
　
に
対
し
て
、
常
に
注
意
を
し
て
ま
い
っ
た
つ
も
り
で
す
。
…
…
今
圓
の
訴
追
を
い
か
に
す
す
め
る
べ
き
か
、
閣
下
の
ご
助
言
が
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
た
い
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マリン・ポリスと港湾労働者の世界（林田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
へ
ん
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。
我
々
は
警
察
署
の
逓
常
の
手
続
き
に
従
う
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
文
面
か
ら
は
、
暴
動
に
先
立
ち
、
す
で
に
不
穏
な
空
気
が
立
ち
こ
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
と
同
時
に
、
起
き
て
し
ま
っ
た
暴
動

に
対
す
る
動
揺
が
感
じ
ら
れ
る
。
カ
フ
ー
ン
は
、
内
務
大
臣
第
三
代
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
爵
に
も
書
簡
を
送
り
、
死
者
二
名
に
関
す
る
検
死
陪
審

の
結
果
と
容
疑
者
の
調
書
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
判
決
集
を
参
考
資
料
と
し
て
同
封
し
た
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
は
、
首
相
を
務
め
た
こ
と
も
あ

る
ホ
イ
ッ
グ
党
の
大
物
政
治
家
で
、
『
諸
国
民
の
富
』
の
愛
読
者
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
、
各
地
で
頻
発
す
る
食
糧
暴
動
を
民
衆
に
よ
る
所
有
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

侵
犯
と
し
て
厳
し
く
罰
し
た
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
行
為
に
家
父
長
的
な
「
理
解
」
を
示
す
地
方
当
局
を
も
批
判
し
た
。
伝
統
的
な
社
会
統

制
観
が
根
強
く
残
る
社
会
に
あ
っ
て
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
は
、
新
時
代
の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
体
現
す
る
存
在
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
。

　
カ
フ
ー
ン
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
は
、
一
一
月
九
日
、
こ
れ
を
法
務
長
官
に
転
送
し
、
ジ
ェ
ム
ズ
・
エ
ア
を
起
訴
す
る
だ

け
の
十
分
な
証
拠
が
あ
る
か
否
か
の
判
断
を
委
ね
た
。
そ
の
な
か
で
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
は
、
暴
動
の
原
因
は
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
裁
き
に
あ
る

と
見
て
、
港
湾
労
働
者
の
慣
習
に
も
雷
及
し
て
い
る
。

　
　
石
炭
貿
易
に
携
わ
る
あ
る
入
物
か
ら
、
石
炭
荷
揚
人
に
対
し
て
、
仕
事
が
終
わ
り
し
だ
い
、
一
袋
に
満
た
な
い
程
度
か
ら
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
く
ら
い
ま
で
の

　
　
石
炭
を
与
え
る
慣
習
が
古
く
か
ら
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
。
こ
の
こ
と
は
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
特
権
を
理
由
に
莫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
大
な
量
の
石
炭
が
頻
繁
に
盗
ま
れ
て
き
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
荷
揚
に
携
わ
る
港
湾
労
働
者
の
役
得
に
つ
い
て
は
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
判
事
ジ
ョ
ン
・
ハ
リ
オ
ッ
ト
も
自
伝
の
な
か
で
言
及
し
て
い
る
。

　
　
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
が
創
設
さ
れ
る
以
前
、
彼
ら
の
あ
い
だ
で
ニ
ブ
ッ
シ
ェ
ル
ほ
ど
の
石
炭
を
袋
に
つ
め
て
持
ち
帰
る
慣
習
が
長
い
あ
い
だ
続
け
ら
れ
て
き

　
　
た
。
船
長
も
荷
主
も
、
彼
ら
が
「
役
得
」
と
呼
ぶ
こ
の
慣
習
に
あ
え
て
抵
抗
を
示
さ
な
か
っ
た
。
石
炭
荷
揚
入
の
ほ
と
ん
ど
が
先
人
の
慣
習
に
な
ら
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
そ
う
し
た
石
炭
に
対
し
て
正
当
な
権
利
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　
ニ
ブ
ッ
シ
ェ
ル
と
い
え
ば
、
七
型
リ
ッ
ト
ル
に
相
当
す
る
か
な
り
の
量
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
そ
れ
を
す
べ
て
「
私
用
」
に
使
っ
た
わ
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⑬

け
で
は
な
か
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
港
周
辺
に
は
故
買
屋
が
軒
を
つ
ら
ね
、
検
量
士
や
荷
揚
人
か
ら
安
く
買
い
取
っ
た
石
炭
を
売
り
さ
ば
い
て
い
た
。

こ
う
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
存
在
は
、
ロ
ン
ド
ン
港
に
お
け
る
「
犯
罪
」
が
い
か
に
体
系
化
さ
れ
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
く
れ
る
。

　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
か
ら
の
要
請
に
対
し
、
法
務
長
官
は
証
拠
を
吟
味
し
、
「
フ
ラ
ン
ク
ス
が
暴
徒
の
一
人
に
よ
っ
て
撃
た
れ
た
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
容
疑
者
本
人
は
お
そ
ら
く
撃
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
現
場
に
い
て
発
砲
し
た
人
物
を
唆
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
証
拠
は
十
分
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
」
と
し
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
を
殺
人
教
唆
・
天
助
の
罪
で
起
訴
す
る
よ
う
進
言
し
た
。
そ
の
一
週
間
後
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
は
ジ
ェ
イ

ム
ズ
・
エ
ア
を
起
訴
す
る
準
備
に
と
り
か
か
る
よ
う
命
令
を
下
す
。

①
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三
　
暴
動
を
見
つ
め
る
ま
な
ざ
し

マリン・ポリスと港湾労働者の世界（林田）

（一

j
　
裁

判

　
暴
動
に
対
す
る
社
会
の
関
心
は
き
わ
め
て
高
く
、
ロ
ン
ド
ン
の
主
だ
っ
た
新
聞
の
多
く
が
こ
の
事
件
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
。
暴
動
の
さ
い

の
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
妙
応
に
つ
い
て
は
、
各
紙
の
意
見
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
暴
動
の
勃
発
を
社
説
で
報
じ
た
『
タ
イ
ム

ズ
』
は
、
事
件
当
時
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
関
係
者
は
差
し
迫
っ
た
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
と
し
て
、
「
暴
動
が
短
時
間
で
鎮
圧
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
の
は
彼
ら
の
決
意
と
勇
気
の
お
か
げ
で
あ
る
」
と
そ
の
行
動
を
評
価
し
た
。
一
方
、
『
ロ
ン
ド
ン
・
パ
ケ
ッ
ト
』
は
、
通
り
の
狭
さ
が
暴
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

側
に
有
利
に
働
い
て
し
ま
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、
「
も
う
少
し
警
官
た
ち
に
精
神
的
余
裕
が
あ
れ
ば
、
建
物
の
破
壊
は
防
げ
た
で
あ
ろ
う
」
と

マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
対
応
の
ま
ず
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
事
件
報
道
に
さ
い
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
事
を
載
せ
た
新
聞
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
裁
判
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
新
聞
が
独
自

の
取
材
に
も
と
つ
く
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
の
裁
判
は
、
同
じ
日
に
オ
ー
ル
ド
・
ベ
イ
リ
で
お
こ
な
わ
れ
た
重
罪
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
な
か
で
も
も
っ
と
も
関
心
が
高
く
、
な
か
に
は
こ
れ
を
三
段
組
で
報
道
し
た
新
聞
も
あ
っ
た
。
以
下
、
裁
判
の
様
子
を
再
構
成
す
る
な
か
で
、

マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
関
係
者
や
付
近
の
住
民
ら
が
暴
動
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
め
て
い
た
の
か
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み
た
い
。

　
一
七
九
九
年
一
月
一
一
日
、
オ
ー
ル
ド
・
ベ
イ
リ
法
廷
第
三
日
目
、
午
前
一
〇
時
。
被
告
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
。
罪
状
、
殺
人
教
唆
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

幕
助
（
帥
嘗
轟
き
畠
菩
象
ぎ
σ
q
。
｛
け
冨
ヨ
霞
伍
＆
。
法
廷
で
は
ま
ず
、
法
務
次
官
が
事
件
の
あ
ら
ま
し
と
被
告
の
容
疑
に
つ
い
て
所
見
を
述
べ
た
。

殺
人
教
唆
お
よ
び
常
助
と
い
う
の
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
は
第
二
級
正
犯
で
殺
人
罪
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
務

次
官
は
こ
れ
を
「
殺
人
と
同
罪
」
と
し
、
被
告
を
厳
し
く
断
罪
し
た
。

　
　
被
告
が
銃
を
発
砲
し
、
殺
人
を
犯
し
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
し
か
し
身
体
に
対
す
る
攻
撃
を
意
図
し
て
暴
動
に
荷
担
し
た
者
は
み
な
、
そ
の
う
ち
の
誰
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⑤

　
　
か
の
行
為
に
よ
っ
て
死
者
が
出
た
場
合
、
じ
っ
さ
い
に
手
を
下
し
た
者
と
同
様
、
殺
人
の
罪
に
問
わ
れ
る
の
だ
。

　
法
務
次
官
に
つ
づ
い
て
、
事
件
の
関
係
者
や
目
撃
者
な
ど
が
証
言
を
お
こ
な
っ
た
。
証
言
者
の
内
訳
は
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
関
係
者
五
名
、

住
民
五
山
、
石
炭
荷
揚
人
一
名
、
ロ
ン
ド
ン
病
院
の
外
科
医
一
名
の
計
一
二
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
関
係
者
は
、
み
な
一

様
に
警
察
に
よ
る
発
砲
を
や
．
む
を
え
な
い
も
の
と
し
て
正
当
化
し
た
。
た
と
え
ば
建
物
の
な
か
で
事
件
に
遭
遇
し
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

弁
護
士
ヘ
ン
リ
・
ラ
ン
グ
は
、
警
察
が
「
応
戦
し
な
か
っ
た
ら
、
な
か
に
い
た
者
は
全
員
殺
さ
れ
て
い
た
」
と
主
張
し
、
カ
フ
ー
ン
の
命
令
で

銃
を
発
砲
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ペ
リ
ー
も
「
窓
か
ら
投
げ
込
ま
れ
た
大
き
な
石
が
私
の
肩
に
命
中
し
、
カ
フ
ー
ン
氏
を
か
す
め
た
と
き
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

誰
も
が
殺
人
が
お
こ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
当
時
の
恐
怖
を
生
々
し
く
語
っ
た
。

　
事
件
を
目
撃
し
た
付
近
の
住
民
た
ち
も
証
言
台
に
上
が
っ
た
。
製
図
器
械
職
人
や
マ
ス
ト
導
入
、
税
関
役
人
の
妻
の
ほ
か
に
パ
ブ
の
経
営
者

二
名
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
ロ
ン
ド
ン
港
を
め
ぐ
る
社
会
の
縮
図
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
裁
判
で
証
言
し
た
住
民
た
ち
は
、
暴

動
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
暴
徒
に
つ
い
て
は
、
「
明
ら
か
に
石
炭
荷
揚
人
と
わ
か
る
一
団
」
と
い
う
認
識
で
｝
致
し

て
い
る
。
ま
た
、
警
察
の
対
応
に
つ
い
て
は
「
抵
抗
し
な
け
れ
ば
全
員
が
殺
さ
れ
て
い
た
」
、
「
暴
徒
た
ち
は
警
察
署
を
襲
っ
て
、
な
か
に
い
る

人
を
皆
殺
し
に
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
思
う
」
な
ど
と
発
砲
の
正
当
性
を
認
め
る
一
方
で
、
「
騒
擾
法
の
読
み
上
げ
が
即
座
に
な
さ
れ
た
と
は

思
わ
な
い
」
な
ど
、
警
察
の
対
応
に
遅
れ
が
見
ら
れ
た
点
も
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
暴
徒
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
真
向

か
い
に
住
む
人
物
が
、
「
自
宅
の
窓
の
こ
と
が
心
配
だ
っ
た
が
、
暴
徒
の
一
人
が
『
危
害
を
加
え
る
つ
も
り
は
な
い
』
と
雷
っ
て
く
れ
た
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

証
言
し
、
暴
徒
た
ち
が
破
壊
の
対
象
を
警
察
署
に
し
ぼ
っ
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
証
言
台
に
上
が
っ
た
住
民
た
ち
は
、
お
お
む
ね

中
立
の
立
場
を
と
っ
た
。
彼
ら
の
証
言
か
ら
は
、
警
察
側
、
暴
徒
側
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
か
た
よ
る
こ
と
な
く
、
事
件
を
冷
静
に
見
て
い
た
様

子
が
う
か
が
え
る
。

　
証
言
台
に
あ
が
っ
た
五
名
の
住
民
の
う
ち
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ス
殺
害
現
場
の
唯
一
の
目
撃
者
と
し
て
証
廻
し
た
の
が
税
関
役
人
の

妻
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
、
フ
ラ
ン
ク
ス
に
向
け
て
発
砲
し
た
の
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
の
真
向
か
い
に
立
っ
て
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マリン・ポりスと港湾労働者の世界（彬ヨ）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
た
人
物
で
、
銃
こ
そ
見
な
か
っ
た
も
の
の
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
そ
の
人
物
に
向
か
っ
て
「
撃
て
」
と
叫
ぶ
の
を
聞
い
た
と
証
言
し
た
。
ま
た
彼

女
は
、
銃
声
は
一
発
し
か
聞
こ
え
な
か
っ
た
と
し
、
フ
ラ
ン
ク
ス
は
も
う
一
人
の
犠
牲
者
で
あ
る
ハ
ン
ク
ス
と
同
じ
弾
に
あ
た
っ
て
死
亡
し
た

の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
た
。
ハ
ン
ク
ス
が
警
察
に
よ
る
発
砲
で
死
亡
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
以
上
、
警
察
側
、
被
告
側
、
ど
ち
ら
に
有
利
と

も
雷
え
な
い
微
妙
な
証
一
醤
で
あ
る
。

　
発
砲
当
時
、
あ
た
り
は
暗
闇
に
包
ま
れ
、
混
乱
状
態
に
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ク
ス
の
殺
害
現
場
と
な
っ
た
ダ
ン
グ
埠
頭
は
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

か
ら
わ
ず
か
二
〇
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ダ
ン
グ
埠
頭
に
向
け
て
発
砲
を
つ
づ
け
て
い
た
警
察
が
、
誤
っ
て
フ
ラ
ン
ク
ス
を
撃

っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
な
か
、
注
目
の
証
言
を
し
た
の
が
ロ
ン
ド
ン
病
院
の
外
科
医
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
リ
ザ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

ブ
リ
ザ
ー
ド
は
、
病
院
に
か
つ
ぎ
こ
ま
れ
た
フ
ラ
ン
ク
ス
に
応
急
処
置
を
施
し
た
も
の
の
、
「
も
う
長
く
は
な
い
と
判
断
し
、
判
事
か
ら
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

取
っ
た
宣
誓
供
述
書
に
二
人
で
署
名
」
を
し
た
。
死
期
せ
ま
る
な
か
、
フ
ラ
ン
ク
ス
は
ブ
リ
ザ
ー
ド
の
前
で
、
暴
徒
の
一
人
に
撃
た
れ
た
と
語

っ
た
と
い
う
。
し
か
し
奇
妙
な
こ
と
に
、
ブ
リ
ザ
ー
ド
が
法
廷
に
七
五
し
た
供
述
書
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
「
オ
リ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ナ
ル
の
宣
誓
供
述
書
を
紛
失
し
た
」
た
め
、
そ
の
写
し
を
証
拠
と
し
て
読
み
上
げ
た
の
で
あ
る
。
供
述
書
そ
の
も
の
が
「
造
ら
れ
た
」
あ
る
い

は
加
筆
、
修
正
さ
れ
た
可
能
性
も
捨
て
さ
れ
な
い
。

　
著
書
の
証
言
が
終
わ
る
と
、
被
告
側
の
証
人
が
六
名
入
廷
し
て
き
た
。
証
言
台
で
彼
ら
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
証
言
を
証
拠

か
ら
は
ず
す
よ
う
要
求
し
た
。
石
炭
荷
揚
請
負
人
に
し
て
パ
ブ
店
主
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
は
、
「
彼
女
よ
り
評
判
の
悪
い
人
物
な
ど
世

界
中
ど
こ
を
さ
が
し
て
も
い
な
い
」
と
主
張
し
、
ウ
ォ
ッ
ピ
ン
グ
の
教
区
委
員
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ボ
ー
マ
ン
も
「
た
と
え
彼
女
が
　
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

宣
誓
し
た
と
し
て
も
、
彼
女
の
言
う
こ
と
は
一
言
も
信
じ
な
い
」
と
断
言
し
た
。
証
言
台
で
彼
ら
が
試
み
た
の
は
、
被
告
に
不
利
だ
と
思
わ
れ

る
証
書
を
は
ず
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼
ら
は
、
証
言
内
容
の
信
懸
性
を
問
う
の
で
は
な
く
、
証
言
者
個
人
の
人
格
や
評
判
を
問
題

に
し
た
。
結
局
、
発
砲
現
場
を
唯
　
目
撃
し
た
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
証
言
は
、
証
拠
か
ら
は
ず
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
す
べ
て
の
証
言
が
終
わ
る
と
、
ピ
ー
ス
判
事
が
陪
審
員
に
向
け
て
語
り
か
け
た
。
判
事
は
、
暴
徒
た
ち
が
違
法
な
目
的
の
た
め
に
武
装
し
て
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集
結
し
、
脅
追
め
い
た
雷
葉
を
使
っ
て
い
た
こ
と
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ス
が
殺
害
さ
れ
た
こ
と
、
こ
れ
だ
け
は
事
実
で
あ
る
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
証
一
悪
で
、
被
告
が
発
砲
当
時
、
積
極
的
に
暴
動
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
か
否
か
を
判
断
す
る
よ
う
促

　
⑭
し
た
。
三
〇
分
ほ
ど
退
廷
し
た
陪
審
員
が
下
し
た
結
論
は
有
罪
だ
っ
た
。
判
事
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
に
対
し
、
三
日
後
の
～
月
一
四
日
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

朝
、
ニ
ュ
ー
ゲ
イ
ト
監
獄
前
で
死
亡
す
る
ま
で
絞
首
し
、
遺
体
を
解
剖
の
た
め
外
科
医
に
引
き
渡
す
こ
と
を
申
し
渡
し
た
。
判
決
を
冷
静
に
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
て
い
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
正
義
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
身
の
潔
白
を
訴
え
た
。
裁
判
か
ら
三
日
後
の
朝
、
結
局
、
死
刑
は
執
行
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

な
か
っ
た
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
の
死
刑
の
執
行
は
、
「
国
王
陛
下
の
こ
慈
悲
」
に
よ
っ
て
延
期
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
二
）
　
「
暴
徒
た
ち
」
の
世
界

　
新
聞
報
道
や
内
務
省
文
書
か
ら
は
、
事
件
の
主
役
で
あ
る
石
炭
荷
揚
人
の
素
顔
は
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
が
、
彼
ら
は
け
っ
し
て
一
枚
岩

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
暴
動
に
対
す
る
姿
勢
に
は
温
度
差
が
見
ら
れ
た
。
ま
ず
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
や
そ
の
仲
間
た
ち
は
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に

罰
金
を
支
払
い
、
暴
動
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
。
お
金
を
工
面
し
た
仲
間
の
一
人
で
あ
る
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
は
、
「
た
と
え
奴
ら
に
金
を
払
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

こ
と
が
ば
れ
て
も
何
と
か
融
通
し
て
や
ろ
う
」
と
話
し
合
っ
た
と
急
雷
し
て
い
る
。
彼
の
証
言
か
ら
は
、
罰
金
の
支
払
い
を
潔
し
と
し
な
い
グ

ル
ー
プ
が
い
て
、
か
な
り
暴
力
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
暴
動
に
は
一
〇
〇
名
ほ
ど
の
石
炭
荷
揚
入
が
加
わ
っ
た
が
、
彼
ら
の
な
か
に
も
温
度
差
が
あ
り
、
発
砲
に
お
そ
れ
を
な
し
て
逃
亡
す
る
者
も

い
れ
ば
、
な
お
抵
抗
を
試
み
る
者
も
い
た
。
ダ
ン
グ
埠
頭
で
投
石
を
続
け
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
ら
十
数
名
が
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
の
い
う
「
奴
ら
」
で
あ

り
、
マ
リ
ン
．
・
ポ
リ
ス
襲
撃
の
首
謀
者
だ
っ
た
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
強
調
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
も
っ
と
も

温
和
な
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
は
ず
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
自
身
が
、
石
炭
を
バ
ン
ボ
ー
ト
内
に
隠
し
持
っ
て
い
た
と
し
て
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
逮
捕
さ

れ
、
有
罪
判
決
を
受
け
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
石
炭
荷
揚
人
の
あ
い
だ
に
は
「
暴
動
」
と
い
う
手
段
に
対
す
る
意
識
の
違
い

は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
バ
ン
ボ
ー
ト
法
と
、
そ
れ
を
取
り
締
ま
る
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
対
す
る
反
感
そ
の
も
の
は
、
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
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た
と
い
え
る
。

　
石
炭
荷
揚
人
に
と
っ
て
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
取
り
締
ま
り
は
、
長
い
あ
い
だ
受
け
継
が
れ
て
き
た
慣
習
へ
の
抑
圧
を
意
味
し
て
い
た
。
マ
リ

ン
・
ポ
リ
ス
は
、
彼
ら
が
役
得
と
し
て
石
炭
を
取
得
す
る
行
為
を
犯
罪
と
し
て
処
罰
の
対
象
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
カ
フ
ー
ン
は
当
初
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

こ
う
し
た
行
為
に
慎
重
に
対
応
し
、
法
廷
に
連
行
さ
れ
て
き
た
石
炭
荷
揚
人
に
く
す
ね
行
為
を
や
め
る
よ
う
諭
し
放
免
し
て
い
た
。
カ
フ
ー
ン

に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
行
為
が
大
し
た
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
役
得
な
ど
慣
習
の
撲
滅
は
、
ロ
ン
ド
ン
港
の
治
安
回
復
を
目

指
す
カ
フ
ー
ン
に
と
っ
て
ま
さ
に
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
当
初
は
放
免
を
繰
り
返
し
て
い
た
カ
フ
ー
ン
も
、
し
だ
い
に
こ
う
し
た
行
為
に
厳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

格
に
の
ぞ
ま
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
暴
動
は
、
そ
う
し
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
方
針
転
換
の
さ
な
か
に
お
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
暴
動

が
勃
発
し
た
一
〇
月
は
、
冬
の
需
要
を
見
越
し
た
石
炭
船
が
大
量
に
入
港
し
て
く
る
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
荷
揚
の
仕
事
が
増
え
は
じ
め
る

こ
の
時
期
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
対
す
る
石
炭
荷
揚
人
の
怒
り
は
頂
点
に
達
し
た
。
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
取
り
締
ま
り
は
、
私
的
に
石
炭
を
取

得
で
き
る
と
い
う
慣
習
的
権
利
に
対
す
る
侵
害
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
罰
金
を
支
払
う
と
い
う
行
為
は
、
自

ら
の
「
権
利
」
を
放
棄
し
、
慣
習
を
「
犯
罪
」
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

①
§
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⑲
評
陣
。
p
魯
ミ
も
℃
．
鎗
よ
ト
。
．

四
　
国
家
の
裁
き
1
執
行
廻
期
の
そ
の
二
一

⑳
貯
駄
。
ρ
魯
§
も
．
二
。
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
　
内
務
省
の
対
旛

　
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
に
対
す
る
刑
の
執
行
が
延
期
さ
れ
た
あ
と
、
内
務
大
臣
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
は
、
法
務
長
官
に
事
件
の
再
調
査
を
命
じ
て

い
た
。
こ
れ
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
一
七
九
九
年
二
月
半
日
、
法
務
長
官
か
ら
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
宛
て
に
、
事
件
に
関
す
る
報
告
書
が
送
ら
れ

　
　
①

て
く
る
。
報
告
書
に
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
の
恩
赦
嘆
願
書
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。
嘆
願
書
の
な
か
で
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
身
の
潔
白
を
以
下
の

よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

　
　
嘆
願
者
は
こ
こ
に
自
ら
の
無
実
を
訴
え
ま
す
。
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ス
に
向
け
て
銃
を
発
砲
し
、
殺
害
し
た
と
さ
れ
る
人
物
の
こ
と
は
い
つ
さ
い
知

　
　
り
ま
せ
ん
し
、
当
時
、
現
場
に
い
た
と
い
う
疑
惑
も
否
定
い
た
し
ま
す
。
…
…
暴
動
に
参
加
し
て
い
た
者
の
な
か
で
火
器
を
所
持
し
て
い
る
者
な
ど
一
人

　
　
も
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
っ
か
き
っ
と
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ス
が
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
関
係
者
に
撃
た
れ
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
日
が
来
る

　
　
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
殺
人
教
唆
お
よ
び
需
助
と
い
う
自
ら
の
容
疑
を
否
認
し
た
だ
け
で
な
く
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
よ
る
誤
射
の
可
能
性
を
指

摘
し
た
。

　
ま
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
暴
動
の
動
機
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
釈
明
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
　
今
回
の
暴
動
に
さ
い
し
て
事
前
の
謀
議
は
い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
賃
金
の
か
わ
り
に
役
得
と
し
て
与
え
ら
れ
る
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
石
炭
を
所

　
　
持
し
て
い
た
石
炭
荷
揚
人
に
対
し
、
前
例
の
な
い
裁
き
を
く
だ
し
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
判
事
の
行
為
を
、
不
正
か
つ
抑
圧
だ
と
感
じ
、
一
時
的
に
激
昂

　
　
し
て
お
こ
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
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ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
よ
る
と
、
暴
動
の
原
因
は
役
得
に
対
す
る
「
前
例
の
な
い
裁
き
」
に
あ
っ
た
。
嘆
願
書
に
は
シ
ャ
ド
ウ
ェ
ル
の
教
区
牧
師
一

名
、
教
区
委
員
一
〇
名
、
貧
民
監
督
官
九
名
、
そ
し
て
住
民
三
〇
名
が
署
名
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
罰
金
を
支
払
っ
た
ロ

バ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
名
前
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　
法
務
長
宮
は
報
告
書
の
な
か
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
嘆
願
書
に
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　
　
こ
こ
で
ぜ
ひ
と
も
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
助
命
さ
れ
た
囚
入
が
、
さ
ら
な
る
慈
悲
を
得
る
た
め
に
お
こ
な
っ
た
主
張
に
筋
が
通

　
　
　
っ
て
い
る
か
否
か
で
す
。
囚
人
は
、
嘆
願
書
の
な
か
で
、
フ
ラ
ン
ク
ス
は
警
察
の
発
砲
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
再
度
召

　
　
話
し
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
関
係
者
や
住
民
た
ち
は
、
（
フ
ラ
ン
ク
ス
を
殺
害
し
た
）
弾
は
、
警
察
署
に
向
け
て
発
砲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
証
言
し
て

　
　
お
り
ま
す
。

　
報
告
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
法
務
長
官
は
、
新
た
な
証
雷
を
と
る
こ
と
で
「
警
察
に
よ
る
誤
射
」
の
可
能
性
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
「
暴
徒
に
よ
る
発
砲
」
や
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
直
接
の
容
疑
で
あ
る
「
殺
人
教
唆
・
幕
助
」
を
立
証
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
報
皆

書
の
結
論
部
分
で
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
処
遇
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
囚
人
が
、
警
察
署
お
よ
び
判
事
ら
に
危
害
を
加
え
る
意
図
を
持
っ
て
暴
動
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
す
。
…
…
今
後
、
軽
率
に
も
暴
挙
に

　
　
お
よ
び
、
国
王
の
臣
民
の
命
や
財
産
を
破
壊
す
る
者
が
出
な
い
よ
う
、
囚
人
は
終
身
流
刑
に
処
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
法
務
長
官
は
、
殺
人
教
唆
お
よ
び
介
助
と
い
う
罪
状
に
は
い
っ
さ
い
触
れ
ず
、
暴
徒
に
対
す
る
見
せ
し
め
と
し
て
、
被
告
を
終
身
流
刑
に
処

す
こ
と
を
進
言
し
た
。
そ
の
一
週
間
後
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
を
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
東
海
岸
近
辺
へ
の
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

間
の
流
刑
に
減
刑
す
る
と
の
恩
赦
通
達
を
出
し
た
。

（
二
）
　
暴
動
の
イ
ン
パ
ク
ト

マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
設
立
か
ら
二
年
後
の
～
八
0
0
年
、
テ
ム
ズ
河
川
警
察
（
］
つ
ず
ゆ
目
P
①
ω
濁
一
く
O
円
勺
O
一
一
〇
①
）
と
名
称
を
変
え
、
内
務
省
の
直
轄
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③

下
に
入
っ
た
。
テ
ム
ズ
河
を
め
ぐ
る
シ
テ
ィ
の
諸
特
権
は
引
き
続
き
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
法
律
に
明
記
さ
れ
、
運
営
費
は
年
間
五
〇
〇
〇
ボ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ド
か
ら
八
○
○
○
ポ
ン
ド
へ
と
増
額
さ
れ
た
。
テ
ム
ズ
河
川
警
察
の
創
設
、
す
な
わ
ち
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
国
家
警
察
化
は
、
カ
フ
ー
ン
の
尽

力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。
彼
は
、
法
案
が
上
程
さ
れ
る
直
前
に
発
表
し
た
『
テ
ム
ズ
河
の
商
業
と
治
安
維
持
』
の
な
か
で
、
「
試
験
的
な
警
察

力
の
運
用
は
西
イ
ン
ド
貿
易
の
ロ
ス
（
略
奪
）
を
一
五
分
の
一
に
ま
で
減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た
」
と
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
「
効
果
」
を
強
調

す
る
一
方
、
そ
の
「
限
界
」
に
も
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
西
イ
ン
ド
商
船
以
外
は
有
料
で
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
保
護
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
、
結
果
的
に
ロ
ン
ド
ン
港
で
荷
揚
を
す
る
船
舶
の
三
分
の
二
が
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
監
視
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
。
カ
フ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
、
「
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
船
舶
は
現
状
で
は
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
、
そ
れ
を
ロ
ン
ド
ン
港
全
体
に
拡
大
す

る
、
す
な
わ
ち
国
家
警
察
を
創
設
し
て
荷
揚
の
監
視
を
強
制
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

　
カ
フ
ー
ン
が
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
国
家
警
察
化
に
こ
だ
わ
っ
た
背
景
に
は
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
財
政
上
の
問
題
も
あ
っ
た
。
一
連
の
裁
判

の
決
着
が
つ
い
た
数
ヶ
月
後
の
一
七
九
九
年
五
月
、
カ
フ
ー
ン
は
内
務
次
官
ウ
ィ
ッ
カ
ム
に
宛
て
た
報
告
書
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

　
　
私
も
自
ら
資
金
を
出
し
、
西
イ
ン
ド
商
入
か
ら
も
寄
付
金
の
提
供
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
何
と
か
警
官
た
ち
の
給
与
を
支
払
っ
て
き
ま
し
た
。
…
…
ネ
ッ

　
　
ク
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
給
与
の
財
源
と
な
る
公
的
資
金
が
な
い
こ
と
で
す
。
私
は
こ
の
点
を
改
善
す
る
た
め
の
法
案
を
提
出
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま

　
　
す
。
…
…
法
案
が
無
事
通
過
す
れ
ば
、
テ
ム
ズ
河
の
犯
罪
の
大
半
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
テ
ム
ズ
河
は
巡
視
艇
が
見
張
っ
て
い
る
あ
い
だ
は
と
て
も
静

　
　
　
　
⑥

　
　
か
で
す
。

　
ま
た
、
同
ヨ
付
で
カ
フ
ー
ン
は
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
に
も
書
簡
を
書
き
送
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
三
ヶ
月
間
、
あ
ら
ゆ
る
河
川
犯
罪
に
即
座
に
親
筆
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
た
め
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
数
日
後
に
は
、
閣
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
お
許
し
を
受
け
る
べ
く
、
法
案
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
カ
フ
ー
ン
は
国
家
警
察
化
を
盛
り
込
ん
だ
法
案
の
準
備
に
「
三
ヶ
月
」
か
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
三
ヶ
月
前
と
い
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
ジ
ェ
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イ
ム
ズ
・
エ
ア
に
恩
赦
通
達
が
鐵
さ
れ
、
事
件
の
処
理
が
｝
段
落
し
た
時
期
で
あ
る
。
暴
動
を
機
に
準
備
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
カ
フ
ー
ン
の
法

案
は
、
の
ち
の
初
代
メ
ル
ヴ
ィ
ル
子
爵
、
ヘ
ン
リ
・
ダ
ン
ダ
ス
（
頃
雪
q
U
旨
号
。
・
）
の
手
を
通
し
て
議
会
に
上
程
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
選
出
の
議
員
で
あ
る
ダ
ン
ダ
ス
は
、
内
務
大
臣
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
大
物
政
治
家
で
、
カ
フ
ー
ン
と
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
時
代

か
ら
の
知
己
で
あ
っ
た
。
一
八
○
○
年
七
月
五
日
、
下
院
で
演
説
に
立
っ
た
ダ
ン
ダ
ス
は
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
創
設
後
、
砂
糖
関
税
収
入
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

年
間
三
戸
ポ
ン
ド
も
増
加
し
た
と
し
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
ロ
ン
ド
ン
港
の
す
べ
て
に
拡
大
す
る
必
要
性
を
訴
え
た
。
七
月
一
一
日
、
マ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ン
・
ポ
リ
ス
の
国
家
警
察
化
法
案
が
庶
民
院
に
提
出
さ
れ
、
数
度
の
審
理
を
経
て
、
七
月
二
八
日
に
国
王
の
承
認
を
得
た
。
こ
う
し
て
マ
リ

ン
・
ポ
リ
ス
は
内
務
省
直
属
の
国
家
警
察
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
～
八
○
○
年
法
が
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
に
も
た
ら
し
た
の
は
、
国
家
と
い
う
「
権
威
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
○
○
年
法
の
施
行
後
、
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

察
の
管
轄
区
域
は
拡
大
し
、
巡
回
費
用
も
増
額
さ
れ
た
。
取
り
締
ま
り
対
象
も
、
密
輸
や
海
軍
の
徴
兵
逃
れ
な
ど
次
々
に
増
え
、
水
難
事
故
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

処
理
な
ど
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
テ
ム
ズ
河
川
警
察
の
発
足
で
、
港
湾
労
働
者
の
慣
習
が
即
座
に
廃
れ
た
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
。
カ
フ
ー
ン
が
「
諸
悪
の
根
源
」
と
み
な
し
た
石
炭
の
荷
揚
請
負
も
、
酒
に
よ
る
賃
金
の
支
払
い
も
一
八
四
〇
年
代
ま
で
な
く
な
る
こ
と
は

　
　
　
⑬

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
○
○
年
法
は
、
西
イ
ン
ド
商
船
に
か
ぎ
ら
ず
全
船
舶
に
荷
揚
の
監
視
を
強
制
す
る
法
律
で
あ
っ
た
。
石
炭
船
が
そ

の
例
外
で
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
荷
揚
人
に
よ
る
石
炭
の
「
く
す
ね
行
為
」
は
、
バ
ン
ボ
ー
ト
法
で
裁
く
ま
で
も
な
く
、
荷
揚

の
監
視
に
よ
っ
て
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
一
八
世
紀
末
の
ロ
ン
ド
ン
港
は
、
商
人
の
私
的
所
有
権
と
港
湾
労
働
者
の
慣
習
が
す
る
ど
く
対
立
す
る
場
で
あ
っ
た
。
西
イ
ン
ド
落
入
と
政

府
の
共
同
出
資
で
設
立
さ
れ
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
、
商
業
財
産
の
保
護
と
税
収
の
確
保
を
目
的
と
し
て
い
た
。
計
画
段
階
か
ら
マ
リ
ン
・
ポ

リ
ス
の
指
揮
を
と
っ
た
バ
ト
リ
ッ
ク
・
カ
フ
ー
ン
は
、
飲
酒
や
役
得
と
い
っ
た
港
湾
労
働
者
の
慣
習
を
撲
滅
す
る
こ
と
で
、
ロ
ン
ド
ン
港
に
お

け
る
「
犯
罪
」
行
為
を
未
然
に
防
ご
う
と
し
た
。
一
方
、
慣
習
の
世
界
に
生
き
る
港
湾
労
働
者
に
と
っ
て
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
取
り
締
ま
り

は
、
慣
習
的
権
利
の
侵
害
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
港
に
集
ま
る
富
を
め
ぐ
っ
て
対
峙
す
る
両
者
の
あ
い
だ
に
は
、
「
何
が
犯

罪
な
の
か
」
に
関
す
る
認
識
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
チ
ャ
ー
ル
ズ
ら
が
所
持
し
て
い
た
石
炭
の
量
は
～
人
あ
た
り
ニ
ブ
ッ
シ
ェ
ル
で
あ
っ
た
。
石
炭
検
量
士
の
特
権
が
～
人
一
回
五
ブ
ッ
シ
ェ
ル

だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
役
得
」
の
範
囲
内
の
行
為
で
し
が
な
か
っ
た
。
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
こ
れ

を
「
犯
罪
」
と
し
て
検
挙
し
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
罰
金
を
支
払
っ
た
。
罰
金
を
支
払
う
と
い
う
行
為
は
、
こ
れ
を
犯
罪
と
し

て
認
め
、
慣
習
を
放
棄
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
を
許
さ
な
い
石
炭
荷
揚
人
ら
一
〇
〇
名
あ
ま
り
が
、
「
四
〇
シ
リ
ン
グ
を
取
り
戻

す
」
た
め
に
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
を
襲
撃
し
た
。
の
ち
に
釈
放
さ
れ
た
も
の
の
、
石
炭
検
量
士
が
暴
動
の
首
謀
者
と
し
て
取
り
調
べ
を
受
け
た

事
実
は
、
こ
の
暴
動
が
石
炭
を
め
ぐ
る
「
特
権
」
を
守
る
た
め
の
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
、
ロ
ン
ド
ン
港
を
支
配
す
る
慣
習
の
終
焉
と
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
貫
徹
を
至
上
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ

た
。
一
七
九
八
年
暴
動
は
、
税
収
確
保
と
国
力
の
増
進
を
最
優
先
す
る
カ
フ
ー
ン
の
社
会
秩
序
観
に
対
す
る
石
炭
荷
揚
人
ら
の
反
発
で
あ
り
、

ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
対
す
る
慣
習
の
世
界
、
い
わ
ゆ
る
「
モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
の
抵
抗
で
あ
っ
た
。
所
有
権
の
絶
対
を
謳
う

マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
と
、
労
働
を
め
ぐ
る
慣
習
が
も
っ
と
も
強
固
に
残
存
す
る
港
湾
労
働
者
の
世
界
。
新
・
旧
両
極
の
価
値
観
を
体
現
す
る
両
者

の
軋
礫
は
、
一
七
九
八
年
暴
動
で
頂
点
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
事
件
の
処
理
に
携
わ
っ
た
内
務
省
は
、
石
炭
荷
揚
人
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
を
、
暴
動
の
首
謀
者
と
し
て
で
は
な
く
、
殺
人
教
唆
・
据
助
犯
と

し
て
裁
い
た
。
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
「
犯
罪
」
で
あ
る
殺
人
に
焦
点
を
し
ぼ
る
こ
と
で
、
警
察
に
よ
る
「
誤
射
」
の
可
能
性
と
、
港
湾
労
働

者
に
よ
る
抗
議
の
側
面
を
打
ち
消
そ
う
と
の
意
図
が
は
た
ら
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
七
九
八
年
暴
動
に
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
取
り
締
ま
り
に

対
す
る
抗
議
の
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
石
炭
を
失
う
く
ら
い
な
ら
命
を
失
っ
た
ほ
う
が
ま
し
だ
」
と
い
う
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ア
の
執
念
の

雷
葉
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
権
力
に
挑
ん
だ
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
「
国
王
陛
下
の
こ
慈
悲
」
に
よ
っ
て
命
を
救

わ
れ
た
。
こ
こ
で
強
調
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
じ
っ
さ
い
に
恩
赦
の
判
断
を
下
し
た
の
が
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を

信
奉
し
、
こ
う
し
た
行
為
に
厳
罰
で
の
ぞ
ん
で
き
た
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
爵
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
終
身
流
刑
が
相
当
と
い
う
法
務
長
官

の
意
見
に
反
し
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
を
七
年
の
流
刑
に
減
刑
し
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
か
。
～
つ
は
「
暴
徒
に
よ
る
殺
人
」
に

対
す
る
疑
念
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
自
身
、
嘆
願
書
の
な
か
で
警
察
側
の
誤
射
の
可
能
性
を
強
く
疑
っ
て
い
た
。
し
か
し
理
由

は
お
そ
ら
く
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
一
七
九
八
年
暴
動
は
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
の
存
在
そ
の
も
の
の
否
定
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
暴
動
に
対
す
る
裁
き
が
、
「
厳
罰
を
下

し
た
う
え
で
の
恩
赦
」
と
い
う
一
八
世
紀
的
な
処
罰
に
帰
結
し
た
背
後
に
は
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
と
い
う
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
組
織
に
対
す

る
「
理
解
」
を
温
情
に
よ
っ
て
獲
得
し
、
警
察
と
し
て
の
「
権
威
」
を
付
与
し
た
い
と
の
思
惑
が
は
た
ら
い
て
い
た
。
暴
動
が
お
こ
っ
た
ロ
ン

ド
ン
港
と
い
う
世
界
に
は
、
商
人
の
私
的
所
有
権
と
は
相
い
れ
な
い
慣
習
が
息
づ
い
て
お
り
、
税
関
を
も
含
め
た
港
湾
労
働
の
シ
ス
テ
ム
全
体
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が
、
そ
う
し
た
価
値
観
の
な
か
で
…
機
能
し
て
い
た
。
最
先
端
の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
体
現
す
る
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
も
、
最
終
的
な

判
断
を
く
だ
し
た
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
公
も
、
あ
ま
り
に
根
強
い
慣
習
を
前
に
、
躊
躇
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
き
は
一
八
、
一
九
世
紀
転
換
期
。
見
せ
し
め
に
よ
る
抑
止
を
意
図
し
た
恣
意
的
な
法
の
運
用
か
ら
、
確
実
な
訴
追
、
確
実
な
処
罰
へ
と
刑

罰
観
が
変
化
し
て
い
く
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
同
時
代
の
価
値
観
を
体
現
し
た
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
貫

徹
に
向
け
た
過
渡
期
に
あ
っ
て
、
自
ら
の
存
在
を
否
定
す
る
暴
動
に
厳
罰
で
の
ぞ
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
伝
統
的
な
社
会
統
制
観
が
強
固

に
残
る
ロ
ン
ド
ン
港
に
あ
っ
て
、
マ
リ
ン
・
ポ
リ
ス
は
「
国
家
」
の
威
信
と
強
制
力
に
活
路
を
窺
い
出
し
、
テ
ム
ズ
河
川
警
察
へ
と
姿
を
変
え

る
。
こ
う
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
初
の
反
警
察
暴
動
は
、
首
都
警
察
が
誕
生
す
る
三
〇
年
以
上
も
前
の
ロ
ン
ド
ン
に
、
内
務
省
直
属
の
国
家
警
察
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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Hence　this　process　of　social　mobthty　represented　a　continuation　of　fifteenth－

century　practices．　Nevertheless，　a　geographical　distinction　can　be　drawn

between　the　two　groups．　Most　of　the　older　secretaries　originated　in　the　east

MediterraneaR　coasta｝　areas　of　the　Venetian　territories．　while　most　of　the　new
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

merchants　arose丘om　Terraferma．　Thus，　one　can　say　that　Venice　shifted　from

being　an　international　rnaritime　city　to　one　more　insular　in　character，　centered　in

the　Veneto．

　　The　reorganization　of　the　elites　of　early　modern　Venice　limited，　however．　The

duality　of　the　ruling　structure，　with　the　patrician　oligarchy　supported　by

bureaucratic　secretaries　remaining　members　of　cittadini，　unchanged．　Likewise，

within　the　regional　state　of　Venice，　the　Venetian　patriciate　failed　to　aggregate

Terraferma　nobility　as　a　whole．　Venetian　leaders　rnissed　a　chance　to　create　a

unified　elite　until　the　end　of　the　Republic．

　　　　Marine　Police　and　Port　Laborers　：

Refiections　on　the　London　Port　foot　of　1798

by

HAYASHIDA　Toshiko

　　The　port　of　London　witnessed　great　prosperity　late　in　the　eighteenth　century，

as　a　result　of　rapidly　expanding　overseas　trade，　and　a　concurrent　increase　in　size

and　nurnber　of　ships．　This　expansion　in　trade　outstripped　available　storage

facikies，　which　caused　the　pffering　of　goods　stored　a£　wharves　and　warehouses　to

become　endemic．

　　Patrick　Colquhoun，　a　stipendiary　magistrate　of　the　London　police　court，

received　an　offer　from　West　lndia　merchants　to　fund　7590　of　his　operating

expenses　if　he　were　to　establish　a　force　to　guard　their　cargo　stored　at　the　port　of

London，　and　he　duly　founded　the　Markle　PoHce　hl　July　1798．　Shortly　therea丘er，

in　October　1798，　the　Mahne　Police　was　attacked　by　a　body　of　meR　known　as　coal－

heavers　responsible　for　unloading　coal－ships，　and　two　men　were　killed．　The　riot

was　suppressed　by　the　army　and　a　imgleader　was　convicted　of　the　aidrig　and

abetting　o£　the　murder．　This　represents　the　first　anti－poljce　riot　in　English

history．

　　The　aim　of　this　paper　is　to　reconstruct　the　1798　riot　by　malmg　full　use　of
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oihcial　papers，　letters　and　newspapers，　in　order　to　illuminate　the　relationship

betw6en　the　Ma血e　Pollce　and　tke　port　laborers．　T｝五s　paper　reveals　that　two

distinct　values　existed　：　the　political　economy　of　the　Marine　Police，　and　the

customs　of　the　London　port　laborers．　Ultimately，　the　riot　of　1798　led　to　the

government　creating　the　Thames　Nver　Police，　under　the　authority　of　the　Home

orace．　lt　was　the　first　organized　police　force　in　England　and　preceded　the

Metropolitan　Police　by　thirty　one　years．

（957）




